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　卒業・修了を迎えられた皆様、おめでとうござい
ます。
　八戸工業高等専門学校に入学してからの５年間ま
たは７年間は、皆様の人生にとても重要な期間です。
この間、皆様の成長は目覚ましいものがあります。本
校で学んだ多くのことを、社会や進学先で生かして大
いに活躍することを期待します。これまで、見守り支
援してくださった保護者の皆様や、本校内外でご支
援してくださった方 に々心から御礼申し上げます。
　平成29年度の校長就任以来、準備を進めておりま
した一般財団法人「はちのへ科学技術研究会」が
漸く発足の運びとなりました。本財団は、以下の事
業を推進する予定です。
⑴　本校卒業生が、地域および国内の企業に再就

職する時の支援
⑵　八戸高専産業技術振興会会員に対する、再就

職希望の本校卒業生の支援
⑶　八戸高専産業技術振興会会員へのインターン

シップ、就職希望者の支援
⑷　八戸高専学生が海外研修する場合の支援
⑸　海外から受入れる留学生への支援
⑹　八戸高専が受託する研究委託の中継ぎ
⑺　青森県内中学校等の科学技術教育等に貢献し

た者および学校の顕彰
⑻　その他、八戸高専における教育・研究等の支援
　特に⑴，⑵の事業は、本校の卒業生が地域および
国内の優良企業に再就職することをお手伝いするこ
とを目的としています。本校を卒業・修了され企業で
活躍されている皆様が、さらに躍進するために転職・
再就職等をお考えの場合は、本財団にご相談くださ
い。
　この取り組みは、八戸高専産業技術振興会会員企
業から大きな期待と支援を頂いております。また、本
校同窓会と後援会にも大きな支援を頂いております。
　本校は、卒業生の皆様と一生のお付き合いをさせ
て頂きたいと考えています。その意味でも本財団を
ご活用頂き、卒業生の皆様と本校との繋がりを一層

強くしたいと存じますので、宜しくお願いします。
　自主探究で学んだ学生が企業に就職した後に大
きな変化がありました。本校卒業生が企業で活躍し
ていることは勿論ですが、入社後数年で配属されて
いるプロジェクトの提案を自ら行っていると聞きまし
た。これは、自ら課題を発見する自主探究の大きな
教育成果といえるでしょう。
　令和元年度は、本校のグローバルエンジニア育成
事業が採択されました。これは、英語教育の向上と
世界で活躍する技術者育成のためのプログラムで、
低学年と高学年の２事業採択は、全国51国立高専
の内、本校を含めて５校だけでした。それだけ、本
校の国際化教育が高く評価されている証だと考えら
れます。
　それに伴い、４学期制に対応した新しいカリキュ
ラムが令和２年度からスタートします。グローバルエ
ンジニア育成事業との関連で、進級要件や専攻科入
学条件に英検やTOEICの成績が導入されます。実
践的なコミュニケーション力を育てるKOSEN英語
は、これから益々重要になってくるでしょう。
　留学生と日本人学生が一緒に生活するシェアハウ
ス型国際混住寮を北辰寮のE棟に整備しました。こ
の寮は、多方面で高い評価を受けています。この寮
に住む学生諸君は、八戸に居ながらにして国際感覚
を身につけることができるのです。
　令和２年度には、70名規模の国際寮が新設され
る予定です。現在３,４階２フロアーのみの北辰寮E
棟国際寮も１,２階の改修工事が始まります。令和３
年度には、全部で100名規模の混住型国際寮が整備
され、本校の国際化が一層進むことになるでしょう。
　本年度卒業・修了される皆様が、本校で学んだ
事と経験を活用して、グローバルエンジニアとして活
躍することを願っています。
　最後に、これまでご支援頂いた保護者の方 、々関
係者の方々にお祝いと感謝を申し上げると共に、卒
業生・修了生に輝かしい未来が開けますよう、益々
のご支援ご鞭撻を頂きますようお願い申し上げます。

卒業生の皆さんと一生のお付き合い
八戸工業高等専門学校 校長　圓　山　重　直
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祝　　　辞
後援会長　蛯　名　輝　彦

　卒業並びに修了を迎えられた皆様、誠におめで
とうございます。また、これまでご指導いただき
ました校長先生はじめ諸先生方、職員の皆様、そ
して、この日を心待ちにされ、長きに渡りサポー
トされてきた保護者の皆様に、厚く御礼申し上げ
ますとともに、心よりお祝い申し上げます。
　皆様の中には、15歳という多感な時期に親元を
離れ寮生活を始めた方もいると思います。勇気を
持って新しい環境へ飛び込んだ高専生活はいかが
でしたか。
　高専の授業は90分間と長く、他の高校とは比べ
ものにならないくらい早いスピードで授業が進んで
いったのではないでしょうか。また、本科生の皆さ
んは、入学した１年の時から４学期制になり、自主
探究が始まりました。１年生の時の自主探究時の学
習カリキュラムと今年度までの自主探究時の学習カ
リキュラムが年々変わっていく苦労もあったのでは
ないでしょうか。その変化に適応し本日の良き日を
迎えられたことは本当にすばらしいと思います。こ
の自主探究により適応能力が養われたと思います。
自主探究は「誰も答えのわからない課題を見つけ、
解決方法を探し、調査や実験研究を行うことで科
学的に解決する」というもので、ここ数年見てきま
したが年々皆さんの思考力、判断力、特に表現力
の向上は目覚ましいものがあると感じました。
　今後皆さんは、就職し新たな社会に飛び出す者、
また、専攻科・大学院への進学、他の大学へ編入す
る者など、それぞれの道に進むことになると思います
が、高専生活の経験が皆さんの人生の心の糧となり、
臨機応変に立ち向かうことが出来る社会人になれる
と確信しています。そうは言っても、社会人生活は、
希望と同じくらい不安が入り混じり、毎日一生懸命頑
張っていても、自分の思うようにうまくいかないこと
等多々あると思います。それは、誰もが経験すること
であります。どんな時でもまず大事なのは、良好な人
間関係を築くために必要な能力があります。皆さんも
どこかで耳にしたことがあると思いますが「コミュニ

ケーション能力」です。これは、難しいことではあり
ません。日頃、圓山校長先生から指導されているよう
に、自分から「挨拶」するということが一番大事なの
です。挨拶をされて嫌な気持ちになる人はいません。
　さらに、相手の話を聞いて理解する傾聴力、協
調性、自分の考えを的確に論理的に伝えるプレゼ
ンテーション力、その他に、向上心、柔軟性、忍
耐力が大事になってきます。
　また、高専で学んできた研究も一人で成し遂げ
ることが出来なかったように、会社の仕事も一人で
は成し遂げることは出来ません。上司や先輩、同
僚等との関係がうまくいかなければ、仕事をしてい
ても面白くなく達成感を味わうことも、心の底から
喜ぶことも出来ないと思います。人は、ロボットで
ないので、それぞれに意見・考えを持ち働いてい
ます。お互い尊重し認め合うことで、より大きな成
果を生むことが多くあります。一日でも早くチーム
の一員になれるよう応援しております。そして、社
会で活躍し、すべてのことに楽しさを見つけられる
人間になってほしい。辛いから逃げるのではなく、
その辛さが楽しく思えるように主体的に動くこと。
そうすれば面白さが見えてくると思います。
　今年度発足した「はちのへ科学技術研究会」は、
将来に渡って皆さんのバックアップをしていきますの
で、自分の力を信じ、チャレンジ精神を持ち社会に思
いっきり羽ばたいていってください。十年後、二十年
後でも皆さんの力になれるよう後援会は同研究会を
支援していきます。
　保護者の皆さまには、後援会に多大なご支援とご
協力をいただきまして感謝申し上げます。誠にありが
とうございました。今後とも後援会、学生への支援や
課外活動支援など引き続きご協力をお願い致します。
　最後になりますが、皆さんにお願いがあります。
今までサポートしてくれた家族に「ありがとう」
と感謝の気持ちを伝え、社会に飛び立っていただ
けたら大変嬉しいです。八戸高専の更なる発展と
皆様のご活躍を心からご祈念申し上げます。
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　ご卒業おめでとうございます。皆さんの多くはこれから社会に出ることになります。自分自身を振り返ってみると、入社直後に見せ
られたＡ０を超えるサイズのシリンダヘッドの図面には、矢視や断面図が散りばめられていたのですが、どこがどうなっているのか全
く形状を思い描くことができず、大変な職場にきてしまったというのが実感でした。たぶん皆さんも、大なり小なりこうした経験をす
るのではないかと思います。しかし、先輩方がやっている仕事を新入社員が即座にそれを飲み込んで遂行できるようになるわけはない
のです。そう思って、地道に仕事をこなしていきましょう。そうすれば自然と力が備わってきます。
　皆さんのご活躍を期待しています。

　卒業おめでとうございます。人生の節目に至り、大きな変化に期待と不安が相半ばの気持ちだと思います。高専の５年間は長かった
と思うかもしれませんが、これからが人生の本番です。悔いを残さないように仕事を、そして趣味も精一杯楽しんでください。
　社会に出て最も重要なことは、心身ともに健康であることです。ストレスをため込まないように心掛け、それでもたまりそうなら会
社や同窓の仲間たちに相談して早期に解消してください。
　君たちの人生に幸多いことを祈ります！
　Ｅｎｊｏｙ！

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。またこれまで立派にご子息を育ててこられた保護者の皆様におかれましては心より
お祝いを申し上げます。
　皆さんは、この在校期間にあった授業、休み時間、部活、寮生活、体育大会、高専祭、高専大会、見学旅行など、さまざまなことが
頭に浮かぶと思いますが、何よりもこの高専生活でたくさんの人と出会ったことを生涯大事にして下さい。
　これからそれぞれの新しいステージに進まれるわけですが、皆さんには無限の可能性があります。末永く心身ともに健康であること
に留意され、夢に向かって元気に羽ばたいてください。

　ご卒業おめでとうございます。保護者の皆様、関係者の皆様にも心よりお祝いを申しあげます。
　八戸高専での勉強やクラブ活動、その他さまざまな活動を通して経験してきたこと、さらには学校外での経験も、成功や失敗も含め
て、すべてがみなさんの大きな財産になっていると思います。
　卒業後も、高専での経験を活かしつつ、さまざまなことにチャレンジして、次のステージでも大きく羽ばたかれることを期待してお
ります。
　これからのみなさんのご活躍をお祈りいたします。

　私たちが新入生として入学してから早くも５年が経ちました。たくさんのクラスメイト達と卒業を迎えられることをうれしく感じる
と同時に、私たちを支えて導いてくださった先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。
　楽しかったことは色々ありましたが、一方でつらいこともありました。４・５年次のＣＡＤでは皆大変な思いをしたことでしょう。そ
れでもあきらめずに課題を完成させて卒業を迎えました。
　それぞれが新しい道に進んだとしても、この成功体験は皆さんの人生の大きな糧になると確信しています。

　入学から早５年が経ち、無事に卒業という晴れの日を迎えることができました。この５年間、辛いこともありましたが、勉学や課外
活動を通して多くのことを学ぶことができたと実感しています。私たちのクラスは個性の強い人がたくさんいて、見ているだけでも面
白い日常を送っていました。そんな仲間と過ごした時間は濃すぎる思い出で溢れています。卒業して進路は分かれてしまいますが、そ
れぞれの道で花を咲かせてほしいです。
　最後に、先生方のご指導、職員の皆様の助け、そして暖かく見守ってくれた家族があって、心身ともに成長することができました。
私たちを支え、導いてくださった全ての方に感謝致します。ありがとうございました。

卒業おめでとうございます 機械システムデザインコース長　村山　和裕

産業システム工学科　機械システムデザインコース

祝　　辞 機械システムデザインコース 5 学年担任　黒沢　忠輝

卒業にあたって 機械システムデザインコース 5 年　渡場　誠史
（洋野町立中野中学校出身）

新たな節目を祝す 電気情報工学コース長　熊谷　雅美

ご卒業おめでとうございます 電気情報工学コース 5 学年担任　野中　　崇

卒業を迎えて 電気情報工学コース 5 年　佐藤　仁美
（南部町立名川中学校出身）

産業システム工学科　電気情報工学コース

祝・卒業本科生
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　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。保護者の皆様にも心よりお祝い申し上げます。
　皆さんは、マテリアル・バイオ工学コース初めての卒業生で、年号も変わり、忘れられない年代の卒業生になりそうです。皆さんに
感心していたことは、文章や発表内容がわかりやすいことです。相手に自分の考えを簡単に伝えることは、これからの人生で必ず役に
立ちます。一方で、心身共に健康にも留意してください。趣味などでリフレッシュし、学生時代に培った能力を存分に発揮して、長い
人生を楽しみましょう。
　何年か何十年後か、皆さんの活躍話を聞くことを楽しみにしています。

　卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。保護者の皆様も、この日を迎えられて安心され、そして大変お喜びのことと存じます。
心よりお祝いを申し上げます。
　皆様は５年の高専生活の中で、学業、研究、課外活動など様々な活動を通じて心身ともに逞しく成長されたと思います。この５年が
皆様の人生を豊かにする宝となることを心から願っております。
　母校を巣立って羽ばたくことになりますが、「何事も為せば成る」の上杉鷹山公の精神で積極的に人生を切り拓いていってください。
私も一緒に卒業（定年退職）しますが、担任をもった最後のクラスが卒業となり感無量です。卒業生の皆様の活躍を楽しみにしています。

　ご卒業おめでとうございます。厳しいカリキュラムをクリアして、Ｚ５全員が希望通りの進路を決めました。ほんとに皆さん真面目
で、明るくチームワークの良いクラスでした。クラス全員で協力し合って、楽しく５年間を乗り切れたことは、とても貴重な経験だと
思います。一方、皆さんの将来を考えると、わが国の社会基盤整備は極めて厳しい状況で、特にインフラの老朽化や自然災害への対策
は深刻な課題です。これらの難題から未来を守るのは、若き土木建築技術者である皆さんです。持ち前の明るさとチームワークの良さ
で、楽しみながら世の中に役立つ仕事をしてくれることを期待してます。体に気を付けて頑張ってください。

　入学式当日、「今いるメンバー全員が揃って卒業できると思わないでください。」といわれたことを今でも鮮明に覚えています。この
言葉に反して、本日晴れて全員が卒業式を迎えられたこと、非常に誇らしく思います。普段は静かでも、イベントになると一致団結す
るＣ５のみんなと５年間を過ごせて、僕は幸せでした。ありがとう。また、授業や研究指導、進路相談に乗ってくださった先生方、あ
りがとうございます。
　卒業は別れでもあり、新たなスタートでもあります。それぞれが新天地で勇み立ち、良き出会いや生活などの幸いに富みますことを
願っております。

　期待に胸を膨らませ入学した5年前からあっという間に時は過ぎ、無事に卒業という晴れの日を迎えることができました。
　振り返れば、重いまぶたを必死にこすりながら受けた授業、睡眠時間を限界まで削り臨んだ学期末到達度試験、さらに、たくさんの
行事に追われた日々等が思い浮かびます。これらの多くの経験によって大きく成長できたと実感しています。この苦楽を共に過ごした
仲間たちの、これからの活躍を期待いたします。
　これまで、私たちの成長を温かく見守り、ご指導してくださった先生方をはじめ、保護者の皆さまに心から感謝申し上げます。大変
お世話になりました。

　ご卒業おめでとうございます。卒業生の皆さん、ならびに保護者、ご関係の皆さまには心よりお慶び申し上げます。近年は毎年、日
本は大きな災害に見舞われています。復興・防災・減災は土木・建築技術者の重要な使命です。また、卒業生のほとんどは就職すると、
インフラの整備・維持管理に携わると思いますが、少子高齢化、人口減少問題に直面し、土木・建築分野における新たな対策が必要と
なります。就職、進学に関わらず、地域住民や国民のため、人類のために、今後も新たな知識の修得、技能の体得、プロ意識を持った
偏見のない態度、そして自己研鑽を継続してください。皆さんの大いなるご活躍を祈念いたします。

ご卒業おめでとうございます マテリアル・バイオ工学コース長　齊藤　貴之

産業システム工学科　マテリアル・バイオ工学コース

為せば成る マテリアル・バイオ工学コース 5 学年担任　佐々木　有

管鮑の交わり マテリアル・バイオ工学コース 5 年　京谷　悠里
（八戸市立第一中学校出身）

卒業、おめでとう 環境都市・建築デザインコース長　藤原　広和

産業システム工学科　環境都市・建築デザインコース

Ｚ５の皆さんへ 環境都市・建築デザインコース 5 学年担任　庭瀬　一仁

卒業を迎え 環境都市・建築デザインコース 5 年　工藤　拓也
（十和田市立三本木中学校出身）

祝・卒業本科生
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　今年度の本科卒業予定者および専攻科修了予定
者の進路状況を下表に示します。また、具体的な就
職先、進学先については次ページの表のとおりです。
　本科卒業予定者は148名であり、卒業予定者の
35％（昨年度45％）に相当する52名（昨年度77名）
が進学、95名（昨年度88名）が就職です。専攻科
修了予定者は28名であり、修了予定者の29％（昨年
度73％）に相当する８名が大学院に進学し、18名（昨
年度５名）が就職します。本科、専攻科ともに昨年
度に比べて進学者が大幅に減少しました。
　本科生に対する求人数は2,846件（昨年度2,723
件）、同じく専攻科では2,564件（昨年度2,268件）と、
高い水準で推移しています。近年の人手不足を反映
し、売り手市場傾向が続いていることが伺われます。
企業の採用担当者からは、是非八戸高専から採用
したいという声を多数いただいており、今後も高い
求人数が継続するものと思います。
　本科の進学先で最も多いのは例年通り本校専攻
科で23名（昨年度31名）となりました。専攻科を選
択した主な理由は、難関大学大学院への進学に有
利であることや、本科で取り組んできた研究テーマ
の継続、海外留学の機会、そして国立大学と比較し
て学費が安いことなどが挙げられます。
　専攻科の進学先では、東北大学大学院が４名（昨
年度12名）と最も多いのですが、上述のように昨年
度より大幅に減少しています。最近の傾向として、
難関大学大学院も本校専攻科からの進学を歓迎し
ているようです。
　さて、進路を選択するうえで重要なことは、本人の
心構えです。例えば、10年後の自分の姿を想像してみ
てください。職場の責任ある立場で活躍して社会に貢
献している自分、国外で活躍している自分、将来の自

分を変えるのは間違いなく現在の自分です。まず、こ
の10年をどう進むべきかよく自己分析してください。そ
のうえで必要な進路を自分で選択し、決定してくださ
い。そのためには、大学や企業のホームページやパン
フレットを活用し、十分な情報収集を行ってください。
インターンシップなども重要な情報収集の機会です。
学内外で行われる大学や企業等の説明会にも積極的
に参加してください。早いうちから進学、就職につい
て考え、卒業後の進路を明確にしておくことが大切で
す。多くの企業・機関が学生に求める資質は、主体性、
実行力、課題設定・問題解決能力、創造力、そして
コミュニケーション能力といわれています。これらの能
力は、エントリーシートや適性検査、面接等で試され
ます。本校は求人数が多く、簡単に内定をいただけ
るように思われるかもしれませんが、企業の選考は意
外に厳しいところもあります。能力があるのに準備不
足で第一志望に合格できない場合もあります。日頃か
ら自己啓発を行うとともに、選考試験までに余裕をもっ
て十分な対策をたてておくことが重要です。
　また、青森県内にも数多くの優れた企業がありま
す。秋に開催されるあおもり県内企業内容説明会や
市内企業見学ツアー、３月の学内企業内容説明会
等の機会を利用して企業研究に努めてください。
　本校では平成30年度よりキャリア教育・支援セン
ターが開設され、低学年からのキャリア教育をより
一層充実させております。もし、進路について疑問
等があったら、担任、コース長、進学相談担当教員
等に早めに相談してください。さらに毎年発行して
いる就職・進学ガイドブックも活用してくだい。先輩
方のアドバイスはきっと参考になると思います。
　　　　　進路支援等委員長
　　　　　藤原　広和（産業システム工学科長）

令和元年度　卒業生・修了生の進路状況

本　　　　　科
卒業予定者 進学者

（大学・専攻科） 就職者 その他 求人数 求人
倍率男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 倍

機械システムデザインコース 33 5 38 9 1 10 24 4 28 0 0 0 847 30.3 
電 気 情 報 工 学 コ ー ス 26 9 35 9 1 10 16 8 24 1 0 1 857 35.7 
マテリアル・バイオ工学コース 20 19 39 12 5 17 8 14 22 0 0 0 552 25.1 
環境都市・建築デザインコース 18 18 36 13 2 15 5 16 21 0 0 0 590 28.1 

計 97 51 148 43 9 52 53 42 95 1 0 1 2,846 30.0 

専　　攻　　科
修了予定者 大学院進学者 就職者 その他 求人数 求人

倍率男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 倍

機械システムデザインコース 5 0 5 0 0 0 5 0 5 0 0 0 761 152.2 
電気情報システム工学コース 8 1 9 2 0 2 5 1 6 1 0 1 774 129.0 
マテリアル・バイオ工学コース 3 4 7 2 2 4 1 2 3 0 0 0 494 164.7 
環境都市・建築デザインコース 6 1 7 2 0 2 3 1 4 1 0 1 535 133.8 

計 22 6 28 6 2 8 14 4 18 2 0 2 2,564 142.4 

令和２年１月31日現在
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就　職　先 M E C Z 計
株式会社日立ビルシステム 1 1
フードテクノエンジニアリング株式会社 1 1
株式会社フジタ 1 1
フジテック株式会社 1 1
三浦工業株式会社 2 2
株式会社三井化学分析センター 1 1
三菱電機ビルテクノサービス株式会社 1 1
宮川建設株式会社 1 1
メタウォーター株式会社 2 2
株式会社メンバーズ 4 4
森永乳業株式会社 1 1
八洲建築設計事務所 1 1
株式会社友伸エンジニアリング 1 1
株式会社横河ブリッジホールディングス 1 1

令和元年度　就職・進学先一覧

就　職　先 M E C Z 計
アイシン・コムクルーズ株式会社 1 1
青森オリンパス株式会社 1 1
公益財団法人青森県建設技術センター 1 1
朝日インテック株式会社 2 2
旭化成株式会社 1 1 2
石田産業株式会社 1 1
いすゞエンジニアリング株式会社 1 1
ANAベースメンテナンステクニクス株式会社 1 1
ANAラインメンテナンステクニクス株式会社 1 1
NOK株式会社 1 1
NTTインフラネット株式会社 1 1 2
NTT東日本グループ会社〈エンジニア〉 1 1
榎本ビーエー株式会社 1 1
エプソンアトミックス株式会社 1 1 2
オムロンエキスパートリンク株式会社 1 1
花王株式会社 1 1 2
キヤノン株式会社 2 1 3
キヤノンメディカルシステムズ株式会社 1 1
株式会社クレオ 1 1
建装工業株式会社 1 1
国土交通省東北地方整備局 1 1
サントリーホールディングス株式会社 1 1
三洋化成工業株式会社 1 1 2
株式会社JALエンジニアリング 1 1
JXエルエヌジーサービス株式会社 1 1 2
JXTGエネルギー株式会社 1 1
株式会社ジェーエステック 1 1
清水建設株式会社 1 1
株式会社シミズ・ビルライフケア 1 1
セイコーエプソン株式会社 1 1
株式会社セプテーニ・ホールディングス 1 1
ソニーデジタルネットワークアプリケーションズ株式会社 1 1
第一三共プロファーマ株式会社 1 1
大同舗道株式会社 1 1
大日精化工業株式会社 1 1
多摩川精機株式会社 2 2
株式会社タマディック 1 1
中発テクノ株式会社 1 1 2
DIC株式会社 2 2
株式会社DeNA 1 1
デクセリアルズ株式会社 1 1
東急電鉄株式会社 1 1 2
東京水道サービス株式会社 1 1 2
東京電力ホールディングス株式会社 1 2 3
東北電力株式会社 1 1
ニチレキ株式会社 1 1 2
日東電工株式会社 1 1
日本アドバンストテクノロジー株式会社 1 1
日本エンジニアリングソリューションズ株式会社 1 1
日本原燃株式会社 1 1
日本工営株式会社 1 1
株式会社日本色材工業研究所 1 1
パシコン技術管理株式会社 1 1
長谷川体育施設株式会社 1 1
八戸市 1 1
八戸製錬株式会社 1 1
浜松ホトニクス株式会社 1 1 2
東日本旅客鉄道株式会社 1 1

【就職─本科】

就　　職　　先 AM AE AC AZ 計
青森県 1 1
朝日インテック株式会社 2 2
旭化成株式会社 1 1
ENEOSグローブガスターミナル株式会社 1 1
鹿島建設株式会社 1 1
グローブライド株式会社 1 1
サクサシステムエンジニアリング株式会社 1 1
サントリーホールディングス株式会社 1 1
SUBARUテクノ株式会社 2 2
セイコーエプソン株式会社 1 1
株式会社太平洋コンサルタント 1 1
東京エレクトロングループ 1 1
東北電力株式会社 1 1
八戸市 1 1
富士電機株式会社 1 1
水上印刷 1 1

【就職─専攻科】

進　　学　　先 AM AE AC AZ 計
北海道大学大学院 1 1
東北大学大学院 1 2 1 4
東京工業大学 2 2
奈良先端科学技術大学院大学 1 1

【進学─専攻科】

令和２年１月31日現在

【進学─本科】

進　　学　　先 M E C Z 計
［大　学］ 北見工業大学 1 1

北海道大学 1 1 2
室蘭工業大学 2 2
岩手大学 1 3 4
長岡技術科学大学 2 2
宇都宮大学 2 2
群馬大学 1 2 3
東京工業大学 1 1
東京農工大学 1 1
埼玉大学 1 1
岐阜大学 1 1
豊橋技術科学大学 1 3 3 7
姫路獨協大学 2 2

［専攻科］ 八戸高専専攻科 3 7 7 6 23
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学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

池　田　優　花 対向型永久磁石レールを用いた超電導バルク体
の磁気浮上力特性に関する検討 佐々木修平

太　田　雄　大 サーミスタによる皮膚ガン診断装置のシステム
小型化に向けた検討 野中　　崇

久保田　理　菜 慣性ロータを用いた倒立振子の制御に関する研
究 菅谷　純一

小　橋　正　幹 多結晶Cu箔のアニールによる（111）配向化及
びグラフェンのヘテロエピタキシャル成長 中村　嘉孝

齋　藤　　　伸 水素誘導結合プラズマにおけるRF電力及び気圧
に対するプラズマ特性の調査 鎌田　貴晴

佐　藤　仁　美 超電導エネルギー貯蔵装置における回転体の
磁気浮上安定性に関する検討 佐々木修平

関　川　みなみ 小中学生向け光学実験教材の研究　
～簡易分光器の作成～ 熊谷　雅美

髙屋敷　美紗紀 Visual basicを用いたパワーエレクトロニクスデ
バイスの自動計測 熊谷　雅美

津内口　夕　奈 次世代パワーデバイスによるWPT用励磁回路の
高効率化 熊谷　雅美

長　根　知　己 画像処理と点群処理を併用した交通標識認識シ
ステムに関する検討 工藤　憲昌

中　村　祐　太 カーボンナノチューブにおける熱伝導率の指向
性についての研究 松橋　信明

平　出　優乃介 スパッタ法により堆積された銅薄膜上へのグラ
フェン成長 中村　嘉孝

堀　畑　舞　雪 音の干渉に関する実験教材の研究 熊谷　雅美

三　浦　リ　ン 超電導エネルギー貯蔵装置の小型・大容量化に
向けた超電導コイルの構成検討 佐々木修平

宮　﨑　奎大朗 偏光顕微鏡による低融点材料の構造観察 松橋　信明

山　一　竜　光 非接触給電のコイル形状や配置による位置特性
の解析 野中　　崇

米　田　練太郎 コレステリック液晶における色彩変化の数値化 松橋　信明

長　内　広　夢 平均値推定によるIH調理器周辺の磁界分布基
礎データの構築 佐藤　　健

金　渕　桐　呼 地域ビッグデータ収集解析システムの自動化と
観光振興への応用についての検討 菅谷　純一

黒　澤　景　輔 Raspberry Piによる大規模並列コンピュータの
構築 中ノ　勇人

小　山　裕　也 Matlab-CUDAを用いたGPGPUによる大規模並
列数値計算の実行 中ノ　勇人

昆　　　斉　明 深層学習を用いた口唇動作からの発話内容認
識 釜谷　博行

佐々木　正　光 海中撮影画像を用いた仮想小袖海岸海底地形
生成に関する研究 細川　　靖

髙　橋　駿　平 ポリトープ法を用いた低周波磁界における波源
推定法の検討 佐藤　　健

玉　熊　　　樹 Arduinoを用いたプログラミング教育支援システ
ムの開発 中ノ　勇人

照　屋　雄　斗 ARCS動機づけモデルに基づいた初学者向けC
言語プログラミング教材の開発 細川　　靖

戸　田　琢　海 補聴器用アルゴリズム研究プラットフォームの構
築 工藤　憲昌

中川原　拓　海 深層強化学習による6脚ロボットの行動獲得 釜谷　博行

長谷川　辰　弥 スマートグラスを用いた皮膚がん診断操作支援
システムに関する研究 細川　　靖

西　塚　滉　一 グラフェンを用いた皮膚ガスセンサーの開発 中ノ　勇人

藤　田　航　輝 画像認識による非シリアル接続測定器のための
測定値取得法 佐藤　　健

三　浦　拓　弥 機械学習を用いた簡易電磁界メータの走査姿勢
による補正法 佐藤　　健

横　山　　　正 S-BoxⅡの調査とそのANCの部分的機能への適
用 工藤　憲昌

渡　辺　晴　輝 機械学習を用いた視覚的嗜好の再現に関する
研究 釜谷　博行

学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員
市　川　雄　也 老朽建築物内部の熱的快適性能の評価 古川　琢磨

伊　藤　宇　啓 六足歩行ロボットの製作 郭　　福会

上　野　晴　奈 癌温熱治療のための矩形型空胴共振器加温装
置のコンピュータシミュレーションによる設計 井関　祐也

川　村　一　輝 可視光音声通信の音質改善に関する研究 郭　　福会

木　村　龍　一 パーキンソン病の振動療法に関する研究 黒沢　忠輝

小　泉　　　基 蛇型ロボットの製作 郭　　福会

澤　口　勇　斗 油潤滑下におけるPEEK複合材料の摩擦摩耗挙
動に及ぼす炭素繊維配向の影響 赤垣　友治

澤　田　倖　輝 水潤滑下におけるPEEK及び複合材料の往復す
べり摩擦摩耗特性 赤垣　友治

鈴　木　智　尋 酸化皮膜安定化装置の開発 古谷　一幸

角　澤　圭　亮 筋固縮定量評価装置の開発 黒沢　忠輝

苫米地　　　陸 サウナ内部の熱流体解析による熱的快適性能
の評価 古川　琢磨

中　村　結　花 油潤滑下におけるすべり軸受材料の摩擦摩耗に
及ぼすコンタミナントの影響 赤垣　友治

名久井　海　斗 赤外線カメラの高精度化に関する研究 古川　琢磨

二　橋　陽一郎 エコランカーの改良 村山　和裕

花　田　るえ野 圧子圧入装置の信頼性評価 古谷　一幸

東　　　達　彦 筋固縮定量評価装置の開発 黒沢　忠輝

三　上　有　祐
By means of recogniton and reinfocement 
learning, control of two manipulators robot 
for educational environment

白田　　聡

安ヶ平　　　海
直流電位差法による配管の局部減肉評価に関す
る研究（減肉評価実験における二つ割り試験片
利用の試み）

武尾　文雄

山　本　貫　太 癌治療のためのバイメタル針状電極加温装置の
開発-実験的検討- 井関　祐也

與　羽　辰　崇 機械要素の使い方を学べる教材の試作 村山　和裕

石　川　貴　大 膝関節温熱治療時における治療支援ロボット
アームの開発 井関　祐也

石　橋　　　薫 油潤滑下におけるPEEK及び複合材料の往復す
べり摩擦摩耗特性 赤垣　友治

井　上　芽　維 未経験者をターゲットとしたロボットプログラミ
ング導入キットの開発 郭　　福会

岩　月　一　馬 パーキンソン病の振動療法に関する研究 黒沢　忠輝

苅　谷　龍　一 交通事故時における脳損傷メカニズムの解明を
目的とした動画像解析プログラムの開発 井関　祐也

工　藤　　　響
直流電位差法による配管の局部減肉評価に関す
る研究（減肉評価実験における二つ割り試験片
利用の試み）

武尾　文雄

佐々木　理　貴 噴流の流体力を利用した飛行ロボットの開発に
向けた基礎検討 森　　大祐

佐々木原　周平 エコランカーの改良 村山　和裕

澤　山　雷　也
直流電位差法による配管の局部減肉評価に関す
る研究（減肉による電位差変化に及ぼす管外径
の影響）

武尾　文雄

舘ヶ沢　昂　希 姿勢反射障害評価装置の開発 黒沢　忠輝

成　田　昇　也 校内で行うSLAMの開発 郭　　福会

盛　内　蒼　良
直流電位差法による配管の局部減肉評価に関す
る研究（減肉による電位差変化に及ぼす管外径
の影響）

武尾　文雄

山　部　友紀翔 実験・数値解析によるペルチェ素子を用いた
レーザー加熱治療方法の有用性評 古川　琢磨

横　岡　佐　知 油潤滑下における微小ピットを有するPEEKの摩
擦摩耗挙動 赤垣　友治

吉　田　智　哉 円孔を有する平板の疲労強度に関する研究（ピ
ン継手の場合） 武尾　文雄

渡　場　誠　史 癌治療のためのバイメタル針状電極加温装置の
開発-数値的検討- 井関　祐也

和　知　彰　良 圧子圧入装置の信頼性評価 古谷　一幸

卒業研究テーマ一覧表
【機械システムデザインコース】 【電気情報工学コース】
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学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員
青　木　菜　香 山形県沖地震における周期特性及び方向性の検討 杉田　尚男

赤　坂　綾　斗
しらす土粒子の圧縮性評価と液状化に及ぼす影響
Compressibility verification on Shirasu soil particle to 
liquefaction

清原　雄康

荒　屋　　　桜 インドネシア海域の潮流解析における海底地形データの改良 丸岡　　晃

一　戸　佳　乃 メタン発酵槽内における生理的活性のある細菌群について 矢口　淳一

蛯　名　眞　子
木質バイオマスのエネルギー変換技術と利活用について
Research on energy conversion technology and 
utilization of woody biomass

南　　將人

織　笠　歩　夢
多段型越波式波力発電装置の形状と越波量に関する実験
Experiment for the model shape and the overtopping flow 
rate on the multi type overtopping wave power generator

南　　將人

上原子　慧　悟
多段型越波式波力発電装置の形状と越波量に関する実験
Experiment for the model shape and the overtopping flow 
rate on the multi type overtopping wave power generator

南　　將人

北　上　啓　生 改良した振動台試験装置を用いた飽和硅砂７号の液状化
挙動把握 清原　雄康

北　田　佳　隆 水質・底質浄化材がヤマトシジミに及ぼす影響 藤原　広和

工　藤　拓　也
LPC-FA系コンクリートの初期強度改善と流動性および物
質移動抵抗性の評価
Improvement of Initial Strength of LPC-FA Concrete and 
Evaluation of Fluidity and Mass Transfer Resistance

庭瀬　一仁

佐々木　麗　花 五戸川における糞便汚染の調査 矢口　淳一

佐　藤　静　留 八戸市周辺の河川における糞便汚染の調査 矢口　淳一

杉　村　花　菜 山形県沖地震における周期特性及び方向性の検討 杉田　尚男

曽　我　敦　也 UAVを用いたSfM写真測量における写真重複度と地上画素
寸法が精度に与える影響 藤原　広和

大　坊　美寿紗 画像処理とファジィ推論を用いたさび外観評価法の検討 杉田　尚男

髙　野　　　伶
ゼオライト混合率の高いセメント固化体の圧縮強度及び実
効拡散係数に関する検討
A Study on Compressive Strength and Effective Diffusion 
Coefficient of Solidified Body with High Zeolite Mixing Rate

庭瀬　一仁

田　村　日雛子 画像処理とファジィ推論を用いたさび外観評価法の検討 杉田　尚男

中　山　美　優 三軸圧縮試験装置を用いた八戸しらす粗粒土へのベントナ
イトミルク注入試験 清原　雄康

畑　中　亮　祐
Armstrong-Frederickモデルを用いた飽和硅砂７号の三軸
繰返し挙動の陽解析
Explicit triaxial cyclic behavior analysis on 7th silica 
sand using Armstrong-Frederick model

清原　雄康

東　山　幸汰郎
ブシネスク方程式と漂砂モデルを組み合わせた地形変化計算
Calculation of geometric profile with sand transport 
and Boussinesq equation

南　　將人

福　井　ひなの 小川原湖の水質・底質環境とヤマトシジミの生息評価の考察 藤原　広和

福　田　竜　也
潮流解析を用いた陸奥湾の水交換特性の把握
Grasping Water Exchange Characteristics on Mutsu Bay 
Using Tidal Flow Simulation

丸岡　　晃

藤　島　　　烈 山形県沖地震における平均方向の検討 杉田　尚男

松　田　雅　治 みちのく潮風トレイルの運営・管理と活用に関する研究−
2019年時点の課題と展望 河村　信治

三ツ木　祐　貴
RBVMS法による断面辺長比5矩形断面の静的空気力係数の算出
Computing Static Aerodynamic Coefficients on Rectangular 
Cylinder with Side Ratio of 5 by RBVMS Formulation

丸岡　　晃

デ　ィ　ヤ　ナ 排水処理プロセスにおける生理的活性のある細菌群の挙
動解析 矢口　淳一

赤　坂　あ　や 動的載荷実験に基づく金属屋根葺き材の飛散メカニズムに
関する研究 今野　大輔

石　田　豊　仁
風洞実験に基づく切妻屋根端部に作用する風圧分布に関す
る研究
Wind pressure distribution of gabled roof building 
based on wind tunnel test

今野　大輔

太　田　　　錬
小中一貫校における空間利用特性に関する研究
The characteristics on the space usage in combined 
school of elementary and junior high

馬渡　　龍

小　田　朋　佳 中小規模住宅生産者のグループ化が地域住宅生産システムに与
える影響に関する研究～地域型グリーン化事業の事例を通して～ 金　　善旭

加　藤　雅　大
戸建住宅における免震構造の普及を妨げる要因に関する研究
A study on factors hindering the spread of seismic 
isolation structures in detached houses

金　　善旭

椛　本　知　里 木質建材Wood ALCの生産および使用実態に関する研究 金　　善旭

川　﨑　ひかり 奈良美智展（弘前・2002）が継承した美術館建築のレガシー 馬渡　　龍

小　泉　宏　喜
地域固有の木造住宅生産ネットワーク構築による相乗便益
Synergistic benefits from the construction of a regional 
wooden house production network

金　　善旭

月　舘　千　裕 奈良美智展（弘前・2002）が継承した美術館建築のレガシー 馬渡　　龍

中　村　晴　菜 斗賀神社霊現堂および霊現堂内厨子の建築年代に関する
考察 中村　泰朗

学生氏名 卒業研究テーマ 指導教員

秋　元　日菜子 急速加水分解法によるナノチタニアの合成とそ
の逆シフト反応への応用 長谷川　章

京　谷　悠　里 Sy nt hes i s  a nd proper t ie s eva luat ion of 
transparent polyimide copolymer using CpODA 菊地　康昭

小　向　さくら 塩化鉄を用いたP3HTマイクロ粒子のドーピング
挙動の評価 福松　嵩博

佐　藤　智　哉 アーク放電によるボロンドープダイヤモンド合成
法の開発　−電極の開発− 齊藤　貴之

澤　口　亜　美 Cu配線向けノンシアン無電解Auめっきプロセス 松本　克才

菅　野　由　夏 PEGを用いたP3HT粒子作成の検討 福松　嵩博

立　花　呼　人 液相法によるマンガン−チタン系酸化物電極の
合成と電極特性評価 門磨　義浩

出　町　育　実 アーク放電によるナノクリスタルダイヤモンド合
成法の開発 齊藤　貴之

中　島　捷　吾 Preparation and properties of functional polymer 
membrane with bisphenol A removal ability 菊地　康昭

濱　田　　　舞 アーク放電によるナノクリスタルダイヤモンド合
成法の開発 齊藤　貴之

中　野　広　大 塩化ナトリウム水溶液中におけるAl-Cuおよび
Al-Snのガルバニック腐食 松本　克才

平　井　大　晴 アーク放電によるボロンドープダイヤモンド合成
法の開発　−放電条件の検討− 齊藤　貴之

藤　原　夏　美 MSAPによる微細銅回路形成の可能性 松本　克才

松　本　　　航 溶鋼中介在物の異種凝集挙動 新井　宏忠

三　上　結　女 PVCへのグラフトにおけるテレケリックスのN-アル
キル基の影響　～ N-ジイソプロピル基の場合～ 佐藤久美子

水　上　拓　哉 ギ酸を用いた水素貯蔵のためのイリジウム錯体
触媒の反応解析 本間　哲雄

守　　　光　太 液中分散粒子の気泡付着除去挙動 新井　宏忠

山　本　　　光 高温高圧水中でのDBP分解における触媒効果 本間　哲雄

デ　ニ　エ　ル ゾル−ゲル法によるLi4＋xTi5-xO12の合成と電
極特性評価 門磨　義浩

ポ　　ー　　ン 塩化第二銅溶液による銅のエッチングに対する
添加剤の効果 松本　克才

浅　野　　　雅 八戸高専由来放線菌による抗菌性成分の探索 川口　恵未

板　橋　茉　央 マウス脂肪細胞を用いた食用菊抽出物の抗肥
満作用 川口　恵未

太　田　千　紘 PVCへのグラフトにおけるテレケリックスのN-ア
ルキル基の影響　～ N-プロピル基の場合～ 佐藤久美子

葛　西　美　音 酸化チタンナノ粒子を用いたチタン酸リチウムの
合成とその電気化学的特性 長谷川　章

釜　澤　直　也 酸化チタンナノ粒子を用いたチタン酸バリウムの
低温合成 長谷川　章

川　崎　利　貴 Can Connarus ruber extract inhibit the induction of 
insulin resistance by hypergglycemia in HepG2 cells? 佐々木　有

菊　地　柊　佑 植物由来粘り成分のin vitro AGE生成抑制作用 川口　恵未

小　林　瑠　那 Can heterpcyclic amines, amino acid pyrolysates, 
show co-mutagenic effects by inhibiting DNA repair? 佐々木　有

佐々木　瑚太郎 Role of nucleotide excision repair or base excision repair in movement 
of blanched chain-alkylated bases, investigated by the comet assay 佐々木　有

佐々木　亮　裕 ポリマーアロイを用いたTiO2含有P3HT粒子の
作成手法の検討 福松　嵩博

下苧坪　早　希 PVCへのグラフトにおけるテレケリックスのN-ア
ルキル基の影響 ～ N-ジエチル基の場合～ 佐藤久美子

杉　山　錬太郎 インスリン耐性誘導細胞におけるカシス抽出物
の影響 川口　恵未

髙　村　杏　佳 Elucidation of the act ion mechanism of the o-phenylphenol 
metabolites phenylhydroquinone, an Ames-test negative carcinogen 山本　　歩

舘　　　孝　輔 ガス撹拌槽における異相界面の物質移動特性 新井　宏忠

永　井　ひなた SiO2-Al2O3担体上のPt粒子径に及ぼすCeO2添
加効果 長谷川　章

中　岫　　　綾 超臨界二酸化炭素による納豆油抽出過程の化
学工学的解析 本間　哲雄

中　村　日向子 Characteristic analysis of Tubakiyama yeast 
for the application in beer brewing 山本　　歩

沼　田　頌　大 リチウムイオン二次電池用正極材料マンガン−
コバルト系酸化物の合成と組成依存性 門磨　義浩

沼　田　萌　花 Protective effect of blackcurrant against 
ultraviolet-induced DNA damage 山本　　歩

【マテリアル・バイオ工学コース】 【環境都市・建築デザインコース】
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　専攻科修了おめでとうございます。専攻科は平
成14年４月に開学し、本科５年間で学んだ専門知
識を基に、幅広く周辺知識を吸収し豊かな人間
性・創造性を身に付けた人材育成を目指しており、

「連峰型創造性教育」と呼び本校の大きな特色と
なっています。フランス等での海外研修や地域企
業や機関およびモンゴル等の支援を頂いたエンジ
ニアリングデザイン等、挑戦的行動力に溢れた皆
さんの活躍を祈念し、後輩への良い刺激・目標と
なった事に感謝します。また、７年間の学生時代
に出会った教職員や友人、その他多くの人たちと
の「縁」は貴重な財産となります。修了後は各自
の道を進む事となりますが、「縁」を大切にして
本校で学んだ事に自信と誇りを持ち、学んだ知識
を大いに活かして下さい。
　最後に、保護者の皆様の御支援に感謝すると共
に、皆さんのさらなる御活躍と御健勝を心から祈
念して、お祝いに代えさせて頂きます。

専攻科長　南　　將人
縁を大切に！修了おめでとうございます

　高専に入学した当初、「専攻科には行かない」
と決めていた私が、気づけば７年も高専で過ごし
ていました。初めは嫌いだった化学の勉強も、先
生方の手厚い指導の賜物で、興味を持つことがで
き、さらには自身が専攻したいと思える分野を見
つけることができました。また、専攻科では学会
発表やエンジニアリングデザインなどを通して課
題解決能力やプレゼンテーションスキルを大いに
磨くことが出来たと思います。これまでに高専で
身に着けた知識や技術は、来たる大学院生活で大
いに活かされることと思います。
　勉学や研究の指導をして下さった先生方、我々
学生の生活をサポートして下さった高専関係者各
位に深く御礼申し上げます。並びに、２年間を共
に過ごした専攻科生、研究室メンバーに感謝申し
上げます。７年間、大変お世話になりました。本
当にありがとうございました。

産業システム工学専攻・マテリアル・バイオ工学コース 2 年　安保　勇紀
７年を終えて

専攻科特別研究発表会表彰者

祝・修了専攻科生

　この度は、専攻科特別研究発表会におきまして最優秀賞に選出していただき、誠にありがとうございます。このような賞を頂けたのも、
山本先生をはじめとして、ご指導いただいた先生方、ご協力してくださった関係者の皆様のおかげです。心より感謝申し上げます。
　４年間の研究活動の中で、専門的な知識や研究手法を学ぶことはもちろん、商標登録やブランド化、商品化などの貴重な経験をし、
私自身大きく成長することができました。また、学外での学会発表や英語での発表に挑戦することで、プレゼンテーションスキルや
英語力の向上にも繋がりました。今後は、高専で得られた知識と経験を活かし、視野の広い技術者を目指して日々邁進してまいりた
いと思います。

産業システム工学専攻　　　　　
マテリアル・バイオ工学コース 2 年　関　　淑楓高専での研究活動を通して最優秀賞

　個人的には研究内容などを考えれば、他の方々が受賞するべきではないだろうか…と思うところもございますが、トロントでの半
年に渡る研究経験や諸先生方に鍛え上げられた説明力を評価していただいたとしたならば、純粋にうれしく思います。この場をお借
りして、ご指導いただいた先生方に心より感謝申し上げます。
　今は知識習得で精いっぱいの未熟者ではありますが、大学院ではより社会実装に近い分野のAI研究を行う予定でおります。今は
まだ「得体のしれない恐怖の対象」として認識されがちなAIですが、いつの日か「人間のパートナー」として認められる日を夢見
て研究に励みたいと思います。

産業システム工学専攻　　　　　
電気情報システム工学コース 2 年　佐賀　健志少しだけ豊かな未来のために優秀賞

　この度は、専攻科特別研究発表会におきまして優秀賞に選出していただき、誠にありがとうございます。このような輝かしい賞を
頂けたことに対する驚きと、感謝の気持ちで胸がいっぱいです。ご指導いただいた南先生を始め、多くの方々に心から感謝申し上げ
ます。３年間の研究活動は、あっという間の日々でした。知識が乏しい私に根気強く指導してくれた南先生との日々、留学先のフラ
ンスで海外の学生と一緒に研究した日々、ベトナムでの学会発表などどれも私を大きく成長させてくれました。就職先でもより一層
輝くために、この結果に満足することなく、自己研鑚に励みます。

産業システム工学専攻　　　　　　
環境都市・建築デザインコース 2 年　今泉　尚也研究活動を通して優秀賞
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令和元年度 八戸工業高等専門学校 専攻科特別研究テーマ一覧表

学生氏名 テ　ー　マ 指導教員 備　考

菅　原　智　哉
大動脈縮窄症における手術適用指標及び血行力学的パラメータの評価

森　　大祐Evaluation of surgical indications and hemodynamic parameters in  
CoA

関　根　大　智
油潤滑下における樹脂材料の焼付き挙動

赤垣　友治
Seizure Behaviors of Plastic Materials in Oil Lubrication

西　沢　修　平
難削性核燃料模擬デブリの開発及びその破壊靭性評価手法の検討

古谷　一幸Development of hard-to-cut nuclear fuel simulated debris and 
evaluation of its fracture toughness

程　熊　幸　佑
直流電位差法による配管の一様減肉評価に関する研究

武尾　文雄
Study on pipe wall thinning by DC potential difference method

惠茂田　直　樹
微細粉末金属を用いた焼結ハイスの開発

古谷　一幸
Development of sintered high speed steels using fine powder metal

【機械システムデザインコース：AM】

学生氏名 テ　ー　マ 指導教員 備　考

長　内　嵩　明

超伝導体を用いた磁気浮上型免震装置における鉛直振動伝達特性の改善
に関する検討

佐々木修平Study on improvement of vertical vibration transmission characteristics 
in magnet ic  levitat ion type seismic isolat ion device using 
superconductor

甲　田　智　也
ミアンダコイルによる共振型ワイヤレス電力伝送システムの位置特性の改善

野中　　崇Improvement of position characteristics in resonant wireless power 
transmission system using meander coil

佐　賀　健　志
電動車いす使用者を対象とした表情による痛み検出に関する研究

釜谷　博行 特別研究
優秀賞A study on detection system of pained expression for electric 

wheelchair user

佐　藤　一　真

擬火花放電プラズマCVD法におけるDLC膜の基板バイアスおよび温度の
効果

鎌田　貴晴
Effect of substrate bias voltage and temperature on characteristics of 
DLC films by pseudo-spark discharge plasma CVD method

武　田　一　希

水素ICPの基礎特性とICPアシストを用いたPSD-CVD法によるDLC膜の
作製

鎌田　貴晴
Basic properties of hydrogen ICP and synthesis of Diamond-Like 
Carbon films using ICP-assisted PSD-CVD method

外　里　有　蘭
発達障がい児向け仮想書写学習支援システムの手順空間認知に関する研究

細川　　靖Study on procedure space cognition of virtual learning support system 
for learning disabled children

長　沢　湖　樹
Lispを用いた漢文の構文解析と返り点情報の作成

中ノ　勇人Psrsing of classical Chinese sentence and automatically making of 
return mark information with Lisp

平　川　周　汰
相関信号を用いた補聴器用ハウリングキャンセラの検討

工藤　憲昌
A study on howling canceller for hearing aids using correlation signals

【電気情報システム工学コース：AE】
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【マテリアル・バイオ工学コース：AC】

学生氏名 テ　ー　マ 指導教員 備　考

安　保　勇　紀
m-フェニレンイミンオリゴマーの熱刺激による鎖−環相互変換機構の解析

菊地　康昭Mechanism analysis for thermoreversible interconversion between 
chain and cyclic m-phenyleneimine oligomers

白　沢　　　暢
ポリマーアロイ法を用いたP3HT粒子の粒径制御と物性評価

長谷川　章Particle size control and physical properties evaluation of P3HT 
particles made by polymer alloy method

新　毛　実　結
海藻由来抽出物の機能性探索

山本　　歩
Functionalities of algae extracts

関　　　淑　楓
椿山酵母を用いた清酒醸造の可能性の検討

山本　　歩 特別研究
最優秀賞The properties of TSUBAKIYAMA yeast used for Japanese sake brewing

田　中　早　紀
妙丹柿の渋戻り抑制加工法の検討と機能性解析

山本　　歩Development of inhibitory method for astringency recurrence and 
functional analysis in astringent persimmon， Diospyros kaki Thunb

成　田　千　春
レアアースのDNA修復機構に対する影響

佐々木　有
Effects of Rare Earth Elements on DNA Repair Mechanisms

細　井　遼　太
有機ハロゲン化合物のDNA修復に対する修飾作用

佐々木　有
Modifying action on DNA repair of organohalogen compounds

【環境都市・建築デザインコース：AZ】

学生氏名 テーマ 指導教員 備考

今　泉　尚　也
越波式波力発電装置の越波流量に関する3次元数値解析

南　　將人 特別研究
優秀賞3-dimensional Numerical Analysis on Overtopping Flow Rate of 

Overtopping Wave Power Generator

今　淵　敦　史
ゼオライト混合セメント固化体の強度特性と減容効率に関する研究

庭瀬　一仁A Study on Strength Property and Volume Reduction Efficiency of 
Cement Solidified Product Mixed with Zeolite

唐　牛　良太郎

数値流体解析による潮流データベースの構築とユーザビリティを考慮し
た抽出

丸岡　　晃
Construction of Tidal Flow Database by Numerical Fluid Analysis and 
Extraction Considering Usability

酒　井　大　誠
セシウム吸着ゼオライトのセメント固化技術開発にかかるバリア性能評価

庭瀬　一仁Evaluation of Barrier Performance for Cement Solidification Technology 
Development of Cesium Adsorbed Zeolite

須　藤　大　空
青森県の環境に適したサステナブルコンクリートの開発に資する基礎的研究

庭瀬　一仁Basic Research Contributing to the Development of Sustainable 
Concrete Suitable for the Environment in Aomori Prefecture

粒　来　真優子
残留飽和度付近における二戸しらす土の繰返し挙動

清原　雄康
Cyclic Behavior on Ninohe Shirasu Under Residual Degree of Saturation

成　田　健　志
排水処理プロセスにおける生理的活性のある細菌群の挙動解析

矢口　淳一Behavior Analysis of Physiologically Active Bacteria in Wastewater 
Treatment Process
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　就職候補を絞るにあたり、候補となった企業に
はある共通点がありました。それは、合同企業説
明会の時に訪れていたことです。他にも多くの求
人情報を読んでいたにもかかわらず、結局そのよ
うな関わりのあった企業しか候補に挙がりません
でした。
　合同企業説明会は企業の方から直接話を聞くこ
とができ、より具体的に仕事内容や会社の雰囲気
が想像できます。当然、求人情報を読んだだけの
企業より印象が強くなりました。合同企業説明会
のような場は、就職候補決定において重要である
ことに気づきました。
　就活の始まる皆さんは合同企業説明会へ参加
し、より多くの企業の話を直接聞くことをお勧め
します。皆さんのより良い選択を応援しています。

　４学年の冬、いよいよ進路を決めなければなら
なくなり私は進学を選択しました。専攻科は滑り
止めとして受験しました。４学年の秋ごろから
TOEICの勉強をぼちぼち始めましたがなかなか
スコアが上がらず、５学年の春に取ったものを提
出しました。それから専攻科受験対策を始めまし
た。専門教科は過去問を分析し、主に復習といっ
た形で勉強しました。数学は大学受験の対策も兼
ねて問題集を数多く解きました。
　受験生は、TOEICのスコアを早めに取ること、
普段から勉強する癖をつけ、集中して取り組む意
識を持つことが重要です。そして、受験を共にす
る仲間と共に勉強するようにしたほうがいいです。
一人で勉強するよりもだいぶ気が楽になります。
　約１年間の受験勉強は本当に苦しい思いをしま
すが、明るい将来が待ち受けていると信じて頑
張ってください。

電気情報工学コース 5 年　山一　竜光
（八戸市立市川中学校出身）

機械システムデザインコース 5 年　舘ヶ沢　昂希
（二戸市立金田一中学校出身）

就職活動体験記 専攻科受験体験記

　私は二つの大学院を受験し、第二志望の大学院
に合格しました。受験のために、研究室訪問と内
部生との連絡を取り過去問題やその答え、内部生
が講義で使用している教科書など情報集めを行い
ました。過去問は答えが開示されていないことが
ほとんどなので、自分で解いてから高専の先生方
に見てもらうようにしましょう。大学院入試は内
部生を合格させるための試験だと私は思います。
そのため一般科目・専門科目の勉強は幅広く「理
解」を中心に勉強すると良いです。一般科目は高
専では習っていない分野の問題がありますが、専
門科目は見たことのある問題が多かった印象があ
ります。高専で過去問にすがって勉強していなけ

4 4 4

れば
4 4

復習で大丈夫です。（私は過去問にすがって
ばかりだったので第一志望への合格は叶いません
でしたが…）　受験は自分の将来を決める分岐点
ですが、気負わずに頑張って下さい。

大学院試験体験記

　私は、姫路獨協大学薬学部医療薬学科の２年次
編入学試験を受験しました。私が工学ではなく薬
学部に編入すると決意したのは、獨協大学の教授
による特別講義を受けたことがきっかけでした。
高専では、自分の専門ではない分野に触れる機会
も多数あるため、これまで学んできたこととは異
なる分野に興味を持つことがあるかもしれません。
専門分野を変更するのは、難しい場合もあります
が、調査を進めれば方法が見つかり可能な場合が
多いと思います。早いうちから自分は何に興味が
あるのかをしっかり考えることをお勧めします。
　大学編入では、高専の低学年で学んだことを思
い出す必要があります。４年生のはじめごろから
コツコツ受験勉強を進めることで、必要な知識を
蓄えられるだけでなく、落ち着いて受験に向かえ
ると思います。受験には不安がつきものですが、
充実した将来を想像しながら頑張ってください。

マテリアル・バイオ工学コース 5 年　小林　瑠那
（滝沢市立滝沢南中学校出身）

産業システム工学専攻 環境都市・建築デザインコース 2 年　成田　健志

大学編入体験記

就職・進学体験記
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感謝：高専教員39年
赤垣　友治

　八戸高専ＯＢ（Ｍ10）です。二度目の卒業にな
ります。大学院修了後、鶴岡高専に10年間勤務し
ました。ご縁があり、平成３年に八戸高専に転勤
し29年間勤めさせていただきました。39年間の教
員生活の中で、宮城高専（人事交流）に１年間、
在外研究員としてオハイオ州立大学に10 ヶ月間
滞在し貴重な経験をさせていただきました。
　聞くところによれば、一生涯でとても親しくな
る知人、友人の数は、概ね250人だそうです。こ
れまでの教員生活を振り返ると、多くの方と出会
い、ご指導頂き、また助けて頂きました。
　就職、転勤は恩師の先生のお陰、研究を継続で
きたのはサポートして下さった会社、卒論生や専
攻科生のご協力のお陰、校務をなんとか無事にこ
なせたのは本校全教職員の皆様のお陰、保護者の
皆様のご支援のお陰。授業ができたのは真面目に
受講して下さった学生のお陰、39年間元気に勤務
できたのは、家族のお陰、健康のお陰。すべてに
感謝です。有難うございました。
　泊まり込んで実験をした院生・鶴岡高専時代、
学生と一緒に夜遅くまで実験をしたこと、ロボコ
ンで深夜まで頑張る学生のヘルプをしたこと、何
度も卓球部員と遠征したこと、就職や進学のお世
話ができたこと、４学期制等々、いい思い出です。
　八戸高専の益々の発展を祈念し、定年のご挨拶
といたします。

人間到処有青山
高橋　　要

　「内地米」、もう聞くこともその意味が分かる人も
少なくなってしまったが、私が子供の頃は普段の会
話で使われる言葉だった。そういう中で「外地人」
としての意識を強く持つようになった私は、「内地」
の文化への憧れを忘れることはなかった。その文化
の中心地に住んで、それをこの身に染み込ませて、「内
地人」になりたかった。それを支えていたのが、逆
説的に、この言葉「人間到る処青山あり」だった。
　だから、34年前に八戸に来たのは、その道程の
一歩に過ぎないと思っていた。だが、その北端に
あってさえ内地の地は奥が深かった。膝まで埋ま
り首まで浸かっては、もう一歩も踏み出せない。
ここで、先の言葉の意味をまた変容させた。「青
山はどこにでもある。だから、どこにいても同じ
なのだ。」開き直りでも諦念でもない、おそらく
は私にとっての「真実」だと思っている。
　さすがに34年も同じところに住んで同じ学校に勤
めていれば、思い出が嫌というほど積み重なる。し

かし、それらは今どれもこれも霧の彼方に霞んでい
る。そして、私自身もこの霧の中に消えていこうとし
ている。残すべきものとて何もないが、学生諸君に
は本来の意味でのこの言葉を言い残しておきたい。

「故郷を出て思いっきり羽ばたきなさい。君たちの骨
を埋める墓なんかどこにでもあるのだから。」

物質工学科とともに歩んだ四半世紀
佐々木　有

　平成３年５月に赴任して25年近くになります。想え
ば四半世紀という長い間、八戸高専にお世話になり
ました。赴任する前は㈶残留農薬研究所とファイザー
製薬㈱において、化学物質の安全性評価に携わって
きました。36歳のときに八戸高専で工業化学科から
物質工学科（Ｃ科）改組に伴う生物系教員の公募が
あり、それに応募したところ採用されて赴任しました。
改組後のＣ科１期生が３年生になって生物系専門科
目開設に合わせた赴任で、Ｃ科最後の学生の卒業を
昨年見届けての退任です。専門は毒性学ですが、一
般生物から専門の生物系科目まで生物系科目を広く
担当してきました。生物系の中でも、分子生物は発
展途上の分野で、最新の知見を授業にとりいれるべ
く研究論文を読み漁って明け方までかかって講義資
料を作った苦労も思い出の一つです。八戸高専では
赴任当初からボスのいない研究室を持つことができ、
充実した研究キャリアを積むことができ、退任までに
100報を超える研究論文を書くことができました。校
務としては５年次担任を務めることが多く、最初はＣ
科１期生の４、５年次担任を、最後はＣコース１期生
の５年次担任を務め、彼等と一緒に卒業します。ここ
まで、何とかやってこられましたのも、教職員、学生、
保護者の皆様のお力添えがあったからこそと感謝し
ています。長い間、本当にありがとうございました。

光陰矢の如し
教育研究支援センター　吉田　光男

　平成２年１月に一関高専から赴任して30年とい
う月日が経ちましたが、あっという間に過ぎ去っ
たように感じております。
　主にものづくりセンター（実習工場）での業務を担
当してきましたが、電気畑を歩んできた自分としては、
ＰＣや電気回路は得意ながらも、不慣れな工作機械
での作業や加工に戸惑いながら諸先輩方の厳しく丁
寧な特訓により、何とか学生の前に立てるようになっ
たことが昨日のように思い出されます。また、新規工
作機械の導入および設備更新、建屋の改修工事な
ど、いろいろな経験をさせていただき、毎日、ワク
ワクしながら仕事に励んだことが自分の糧となりまし
た。これらの経験を今後の仕事や人生にも役立てて
いきたいと思っております。
　最後になりますが、ここまで、やってこられた
のも、教職員の皆様のお力添えがあったからと感
謝しております。いろいろとお世話になりました、
本当にありがとうございました。

退 職 す る に あ た っ て
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①岡田みゆき
②青森県上北郡
③総合科学教育科・特命准教授
④青森県立高等学校教諭

①玉川ひかり
②岩手県九戸村
③学生課・学生係・一般職員
④神奈川県警察・事務職員

①氏名　　③出身地　　②所属・職名　　④前職

　今年１月１日付で着任した岡田と申します。32
年間八戸市内の高等学校で英語教育に携わってお
りましたが、昨年10月から高専での非常勤講師、
国際教育コーディネーターとしての務めを経て、
今回の採用となりました。TEFLという、学習者
が英語を使えるようになるための教育方法を学び
日々実践に生かす取り組みを続けています。また
日本語を巧みに操る多くの外国人に触発されて日
本語教育を学びました。彼らの成功例を英語教育
に取り入れ、専門性の高い高専の学生たちがより
広い世界を視野に収めて活躍する場を自ら開拓し
ていくことができるよう尽力する所存です。
　グローバルエンジニア育成事業が新たに始まる
大事な時期にめぐり合ったことを感謝し、少しで
もその役に立つことができればという思いでおり
ます。これから色々お世話になります。どうかよ
ろしくお願いいたします。

　昨年11月１日付で八戸高専に採用されました玉
川と申します。
　大学では法律を学んでおり、前職は、神奈川県
警察の事務職員として勤務していました。中学校
までは九戸村で生活していましたが、高校は八戸
市内に住みながら通っていました。そして、大学
から６年間は横浜市港北区に住んでいました。ど
の土地も大好きですが、高校時代の記憶は特に強
烈で印象深いため、八戸市は第二のふるさとのよ
うに感じています。
　また、高校時代に高専祭に足を運んだことがあり、
楽しそうに機械の説明をしていたお兄さんの記憶が
強く残っています。このようなやる気ある学生たちを
支える仕事ができることを楽しみにしておりました。
　実際に仕事をしてみると、覚えることが多く、
まだまだ分からないことも沢山ありますが、自分
なりに頑張って歩んでまいりたいと考えておりま
すので、よろしくお願いいたします。

新任教職員紹介

　11月５日から８日、関東で４日間の見学旅行に
行きました。
　日本製鉄とＪＸＴＧエネルギーでは、加工され
て自分たちのもとに届く「モノ」や「エネルギー」
の加工の様子を、サントリープロダクツ綾瀬工場
と日本色材では、実際に自分たちが手にする商品
の製造工程を見学しました。また、東京農工大学
では、研究室ごとの研究内容の説明や、ＯＢ・Ｏ
Ｇの方々との座談会を行いました。
　この４日間の見学旅行を経て、各々の今後の進
路をどうするか、じっくりと見つめ直すことがで
きました。また、企業や大学での立ち振る舞いや
態度など、より良くしていかなければならない課
題点もいくつか見つかりました。これからの就職・
進学への活動に繋がるよい経験を積むことができ
たのではないかと思います。

　将来の就職先として視野に入れていた製薬会社
の具体的な仕事内容に興味を持ち、今年８月に大
阪府にある第一三共プロファーマ株式会社高槻工
場で５日間のインターンシップに参加しました。イ
ンターンでは、製薬に関する講義の後に工場内見
学や実際の作業を体験させていただきました。さ
らに高専卒の先輩社員の方々から、職場の雰囲気
や具体的な業務内容など、インターンに参加しなけ
れば得られなかったお話を伺うことができました。 
　今回のインターンシップで１番印象に残ってい
ることは、薬の製造から包装までの管理が徹底し
て行われていたことです。私たちが安全に薬を服
用できているのは、製薬会社が1000項目以上もの
管理工程を踏んでいるからだということを知るこ
とができ、とても貴重な体験をさせていただきま
した。

マテリアル・バイオ工学コース 4 年　舩渡　遼平
（洋野町立宿戸中学校出身）

マテリアル・バイオ工学コース 4 年　三浦菜々美
（八戸市立三条中学校出身）

見　学　旅　行 インターンシップ
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〇令和２年度行事予定について
　令和２年度の行事予定表が決まりましたので最
終ページに掲載しています。ただし今後も若干の
修正が入る場合がありますので、最新版はホーム
ページで確認してください。
　令和２年度は、基本的には今年度と同様の日程
としています。オリンピック開催の時期と重なり
ますが、８月初旬に夏学期到達度試験、９月下旬
に答案返却となります。したがって今年度と同様、
夏学期の試験結果の通知は10月中旬になる見通し
ですのでご了承ください。
　秋学期は自主探究の活動が中心ですが、今年度
と同程度の授業が入る予定です。学生諸君から、
自主探究と授業、行事等が重なって忙しいとの意
見もいただいていますが、学習の習慣を継続する
ことも大切ですのでご理解をお願いします。
　令和２年度は、６月27日（土）に全学年保護者
懇談会と寮生保護者懇談会を同日開催いたしま
す。また春学期の授業参観日は４月29日の祝日を
予定していますので、保護者の方はぜひご参加く
ださい。

〇令和２年度カリキュラム改正について
　本校では、令和２年度以降の入学者に適用され
るカリキュラムを改正することにしています。高
専機構が定めた、全ての国立高専の卒業生が身に
付けるべき共通の内容である「モデルコアカリ
キュラム（MCC）」を網羅しつつ、履修可能な単
位数をスリム化します。基幹科目については基礎
をしっかりと身に付けられるように授業時間を確
保しました。同時に、自主探究等を通じて自ら学
ぶ姿勢を持った学生を育成します。

〇グローバルエンジニア育成事業について
　本校ではこれまで国際交流活動に積極的に取り
組んできましたが、このたび国立高専機構の「グ
ローバルエンジニア育成事業」において、低学年
及び高学年を対象とする二つの区分でいずれも採
択を受けました。この事業費を活用して、国際的
に活躍できる技術者に必要な英語力の向上を図る
事業を令和元年度から開始しています。その一環

として、令和２年度以降入学生のカリキュラムで
は、２年修了時に実用英語技能検定準２級取得、
４年修了時にTOEICスコア 400点以上の能力を
単位修得の要件とする審議対象科目を設定する予
定です。在校生の皆さんにもこれに準じた指導を
行うことにしています。すでに発表している通り、
本校専攻科への志願条件にTOEICスコアの要件
を導入しています。また英語でのコミュニケー
ション力は社会に出てから必要となるスキルの一
つです。英検・TOEICの一斉受験やグローバル･
ラーニング･センターの設置など、英語力を高め
る取り組みを行う予定ですので、これを機会にぜ
ひ自分を磨きましょう。

〇単位修得状況の確認を
　本校では、進級や卒業を認定する要件を定めて
います。この中には、総修得単位数や一般科目の
修得単位数のほか、実験・実習などの「審議対象
科目」、卒業までに必ず修得しなければならない

「必得科目」などの規定があります。特に必得科
目は、平成28年度以降の入学者に適用される要件
であり、本校の卒業生として最低限、身に付けて
もらいたい内容を規定したものです。自分の単位
修得状況を確認して、もし必得科目が不可のまま
になっている場合は、ぜひ再試験で回復してくだ
さい。

〇教室系Wi-Fi接続について
　校内のWi-Fi接続については、授業や自主探究、
卒業研究など、教育・研究での利用を目的として
設置されています。しかし残念なことに、放課後
の教室等でオンラインゲームに利用して時間を費
やしている学生が見られたことから、秋学期以
降、平日についても接続時間を16時までとしまし
た。スマートフォンによるゲームは、学業や課外
活動に充てるべき貴重な時間を浪費するばかりで
なく、依存症に陥る危険もあります。状況によっ
ては今後も接続時間のさらなる見直しを検討しま
すが、ご家庭においてもスマートフォンと上手な
付き合いができるよう、ご協力をお願いいたしま
す。

教務主事　武尾　文雄

令和２年度に向けて教務委員会
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厚生補導委員会から

　厚生補導委員会から保護者の皆様にご理解いただきたい事項についてご連絡いたします。

◆クラブ活動について
　文武両道を旨とする本校において、クラブ活動
が果たす教育的な意義は非常に大きなものがあり
ます。その一方で、学校生活全体を見渡して、休
養日や活動時間を適切に設定することも重要で
す。このような背景から平成31年３月、国立高等
専門学校機構（高専機構）は、「高専における課
外活動の在り方に関する総合的な方針」を策定い
たしました。
　本校では、高専機構の方針を受けて「課外活動
の手引き」を作成し、活動時間や休養日、活動の
年間計画および月毎の活動実績報告を行うことと
いたしました。
　クラブ活動は、春、夏、冬学期は16：15 ～ 18：15、
秋学期は15：00 ～ 17：00、週末ならびに長期休
業中の活動時間は８：30 ～ 17：00のうち３時間
以内としています。また、休養日は、平日１日以
上、週末１日以上の週２日以上を設定し、祝日は
原則休養日といたしました。なお、試合等で休日
に活動した場合は、代休日を設定するようにして
おります。
　このように限られた活動条件の中ではあります
が、運動部では東北地区のみならず全国高専大会
での優勝や第３位、文化部でも青森県高等学校総
合文化祭における最優秀賞、国際プログラミング
コンテスト（ベトナム大会）出場など数多くの学
生が活躍しております。

◆３学年遠足の実施について
　令和２年２月26日、３学年を対象とした遠足を実
施いたします。３学年の遠足は、安比高原スキー
場におけるスキー・スノーボード教室と盛岡市周辺
見学コース（岩手県立美術館並びに岩手手作り村
の見学）のいずれかを選択していただきます。遠
足の実施にあたりスキー用具等のレンタル料、リフ
ト券、昼食、保険料等を負担いただきますが、よ
ろしくご協力くださいますようお願いいたします。
　３学年最後のよい思い出になると思います。

◆生活指導関係
　低学年の制服着用は、校則で決められておりま
す。体育の授業時間でもないのにジャージ姿で、
あるいは頭髪の染色など、登校する際の服装や身
だしなみへの意識が低い学生が見られます。高専
は、求人関係の企業の方ばかりではなく大学教員、
地域社会の方々や海外のお客様など、普通高校に
比べてはるかに外部との交流が盛んに行われてい
る学校です。企業の方からは、八戸高専の学生は
とても元気に挨拶してくれますね、とお褒めを頂
くことも多いです。是非とも、一部の学生の服装
によって本校のイメージを落とさないように、低
学年は制服の着用をお願いいたします。
　学生の皆さんは、ＴＰＯに沿ったドレスコード
を意識していただきたいものです。

◆ＳＮＳや学校生活におけるいじめ防止について
　学校や一般社会におけるいじめやハラスメント
が社会問題になっております。いじめは、一定の
人的関係にある他者による心理的または物理的な
影響を与える「行為」であり、その行為の対象に
なった人が心身の苦痛を感じている、というもの
です。物理的な暴力のみならずＳＮＳ上での誹謗
中傷や、自覚のないうちに相手が特定できるよう
な内容の書き込みをしたりするようなことが挙げ
られます。
　被害者は、家族に心配をかけたくないという思
いから、自分からいじめられていることを打ち明
けられないこともあります。もし、⑴ 朝起きて
こない、⑵ 勉強しなくなった、⑶ 表情が暗い、
⑷ 寝つきが悪いなど、様子が変だなと思ったと
きには、保護者の方から担任や相談室にご相談く
ださい。右のＱＲコードから文部科学省の「いじ
めのサイン発見シート」を参照
できます。参考にしてください。

学生主事　長谷川　章
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　今年度の北辰寮ですが、寮生会活動を活発に実
施することができました。寮祭では、しおりを作
成し全員に配布するなど、さまざまなところに工
夫が見られ、イベントを大いに盛り上げることが
できました。また、スポーツ大会を実施し、寮生
同士の交流を深めることもできました。さらに、
年３回の早朝のごみゼロ運動では、例年よりも多
くの寮生が参加してくれました。
　さて、来年度も寮生数の減少が見込まれます。
しかしながら、寮設備の運営を行う上で、恒常的
な費用を減らすことは難しい状況です。このため、
学寮運営費の若干の値上げを検討しております。
　来年度は、国際寮E棟の改修工事、さらに国際
寮新棟の建設が予定されています。八戸高専の国
際化に向けて、国際寮はますます充実していくも
のと思われます。工事等でご不便、ご負担をお掛
けすることになるかもしれませんが、ご理解をお
願いいたします。保護者の皆様におかれましては、
今後ともご支援、ご協力を賜りますよう、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

　皆さん初めまして。新しく北辰寮総代を務めさ
せていただく鳳至英真です。この度は多くの方々
に信任していただきありがとうございました。寮
内の環境をより良くしていくためにできる範囲で
頑張っていきますので、寮生の皆さんはご協力よ
ろしくお願いします。
　新２年、３年生になる皆さんは新しく後輩がで
きます。室長の役割を担う人は同室の後輩が安心
して寮生活を送れるように十分にサポートしてあ
げてください。そうでない人も先輩としての自覚
をもって生活しましょう。
　寮生活では親元を離れ初めて会う人たちと共同生
活をします。ここで総代として一つ、友達を作ること
をお勧めします。これから先、試験や過酷な課題で
辛いとき、助けになることでしょう。また、同室の先
輩も遠慮なく頼りにしてください。皆さんの先輩とし
て良いアドバイスをくれると思います。そして学寮に
は寮祭、スポーツ大会など魅力的な行事もあるので
大いに寮生活を楽しみましょう。

　私は今年度から新設された日本人、留学生混合
の国際寮で指導寮生として生活しました。入居当
初、以前の留学生寮と日本人寮のルールの違いで
とても苦労したことを覚えています。例えば、掃
除や点呼、門限等本当に大変でした。しかし、今
になって思い返すと、人間的にとても成長できた
貴重な体験だと考えています。
　改築されたE棟への入居は工事の関係で延期が
続き、秋学期になってからでした。フロア全体は
非常に綺麗でとても住み心地のよい寮だと思いま
す。特に共有スペースが広々と開放感があり、コ
ミュニケーションが活発になるよう設計されてい
ると感じました。寮生同士、一緒にテレビを見た
り雑談したりと積極的に触れ合っていました。
　今年度は寮の体制作りに追われていたため特別
な催しものはできませんでした。また、学校全体
において存在感があまりないので来年度以降、高
専祭等で校内外に国際寮を発信して活発化を図っ
て欲しいと思います。これからの国際寮に期待し
ています。

　国際寮に入寮してから約 10 ケ月が経ち、最初
はたどたどしかった留学生たちとのコミュニケー
ションも今ではスムーズになり、楽しく寮生活を
過ごしています。
　特に、リビングやキッチンなどの広い共有ス
ペースが新しく導入されたことで、寮生が集まり
やすい空間になったと思います。留学生に母国語
を教えてもらったり、母国料理を食べさせても
らったりして、異文化に触れることができまし
た。さらに、ホワイトボードをゲームやお絵描き
に使ったり、時には日記のように使ったりして遊
ぶことも多いです。国際寮は通常の寮より、「皆
で集まってなにかをする」時間が多く、充実した
寮生活を過ごせています。
　卒業まで約２ケ月ほどですが、国際寮の皆と楽
しい日々を過ごしていきたいと思います。

北 辰 寮 か ら

寮務主事　釜谷　博行

寮生会活動と国際寮について

環境都市・建築デザインコース 4 年　鳳至　英真
（つがる市立柏中学校出身）

新総代挨拶

電気情報工学コース５年　小橋　正幹
（久慈市立長内中学校出身）

国際寮での一年間で感じたこと

マテリアル・バイオ工学コース 5 年　秋元日菜子
（青森市立浪岡中学校出身）

国際寮について
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　11月19日から11月22日までの４日間、本校体育
館で自主探究ポスター発表会が行われ、19日は３
年生、20日は２年生、21日は１年生、最終日の22
日は４年生と５年生が発表をしました。
　今年度は、外国から多数のゲストをお招きし、
タイとモンゴルからも学生が来て発表を行うな
ど、国際色豊かな発表会となりました。19日に行
われた開会式で、圓山校長が本校の学生に「下手
でもよいから英語での発表にチャレンジしてみよ
う」と呼びかけたこともあり、外国人のゲストや
学生に英語で説明しようとする学生が何人か見ら
れました。英語がうまく通じずに悔しい思いをし
た学生もあったでしょうが、これは貴重な経験に
なったと思います。悔しさをバネに、英語の勉強
に励んでもらいたいと思います。
　ポスター発表会では、すべての学生が、90分間
自分のポスターの前に立ち、探究の内容に興味を
もって自分のポスターの前に立ち止まった人に対
して、自分の言葉で説明をします。説明する相手
は、一般の来場者、教員、国内外からの招待者、
上級生、同級生、下級生と多岐にわたるため、相
手に応じた説明をすることが求められますが、学
生たちは果敢にやり遂げていました。低学年の自
主探究活動で最も難しいことは、自分で探究テー
マを見つけねばならないことです。多くの学生が
ここで悩みます。しかし、先生に言われてわけも
分からずに行った研究ではなく、自分で悩んで
テーマを見つけ、教員や友達にアドバイスをもら
いながら苦労してやり遂げた研究であるからこ

そ、どんな相手とでも相手に応じたコミュニケー
ションができたのだと思います。このことは、学
生が誇りにしてよいことだと思っています。全員
がポスターを作り、発表会を終えたことは本校に
とっても大きな成果でした。
　４日間とも、会場の熱気にはすごいものがあり
ました。体育館を埋め尽くした人々が真剣に討議
をしている様子はまさに圧巻で、これこそ文化祭
と呼ぶべきものなのではないかと感動すら覚えま
した。
　主な表彰者は次のとおりです。今年度は、多く
の特別審査員の方々から審査員特別賞が贈られま
した。

【校長賞】
　山本　健太（Ｚ３）
【学年最優秀賞】
　１年　内城　辰稀（Ｌ１）
　２年　小笠原叶笑（Ｃ２）
　３年　山本　健太（Ｚ３）
【国際学年最優秀賞】
　１年　福井　大翔（Ｌ４）
　２年　ビ　ー　ム（Ｚ２）
　３年　月舘　悠斗（Ｅ３）
【審査員特別賞】
　山田　晟也（Ｌ２）、石屋　　優（Ｌ２）、
　藤田　羽花（Ｌ２）、熊谷　大智（Ｌ２）、
　坂本　雄飛（Ｌ２）、大坪　志帆（Ｌ２）、
　沼上　和樹（Ｌ３）、竹井　駿太（Ｍ２）、
　古舘　源貴（Ｅ２）、小笠原叶笑（Ｃ２）、
　島川　　葵（Ｃ２）、テ ン メー（Ｃ２）、
　佐々木あゆな（Ｚ２）、ビ　ー　ム（Ｚ２）、
　月舘　悠斗（Ｅ３）、堀込　伊織（Ｅ３）、
　久保武之介（Ｅ３）、岩井　哲宏（Ｃ３）、
　山本　健太（Ｚ３）

自主探究ポスター
発 表 会

4 学期制実施部会　馬渕　雅生
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国際交流センター長　阿部　　恵
　高専教育では国際社会で活躍できるグローバルエ
ンジニアの育成が喫緊の課題となっています。今年
度、本校は 2 つの国際交流事業が採択され、率先
して高専の国際交流事業をリードしていくことになり
ます。
【グローバルエンジニア育成事業（ ５ 年間）】
　高専機構のグローバルエンジニア育成事業の基礎
力養成事業（主に本科低学年次向け）である「上昇
シングルスパイラルグローバル人材育成−国境を越え
た課題発見・解決に挑戦−」と高度育成事業（主に
本科高学年次から専攻科向け）の「上昇ダブルスパ
イラル型グローバルエンジニア育成−技術力・研究
力の海外展開−」の 2 つが採択されました。 2 つと
も採択されたのは51高専中 5 高専のみです。　
　本事業では、本科 1 年生から専攻科生までの一
体のプログラムとして 5 年間および 7 年間事業を展
開し、学生の実践的な英語運用能力向上と多文化
理解力の向上を目指します。⑴ 低学年は基礎英語
力の向上、および国際交流や国際自主探究等と連
携させた実践的なコミュニケーション能力の向上、
⑵ 高学年は専門力を強化しながら、多国籍チーム
でリーダーシップをとれるような実践的英語力の向
上、グローバル・コミュニケーション能力の向上、
⑶ 専攻科では海外の教育機関や企業と一緒に共同
研究できるようなグローバル・コミュニケーション能
力、専門力の向上を図り、最終的にはグローバルエ
ンジニアとして将来世界で活躍できる人材の育成を
目指します。低学年生では英検の受験、高学年生
はTOEICの受験が求められます。
【海外展開事業における協力支援事業】
⑴　モンゴル協力支援
　　モンゴルに設立された 3 高専に対して、本校の

教員や技術職員がモンゴル教員や学生対象に研
修や指導などを行っています。令和 2 年 2 月に新
モンゴル高専から 4 名の教員が来校して、本校で
研修を受けます。

⑵　タイ協力支援
　　タイのテクニカルカレッジに対して、本校の教員

がタイの教員を対象とした研修や学生を対象とし
たワークショップなどを実施しています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【タイ「チュラポーン王女サイエンスハイスクール
（PCSHS）」事業】

　来年度も引き続き、PCSHSとの交流事業を行いま
す。⑴ 本科 1年生にPCSHSから2 名の学生が入学、
⑵ PCSHSチョンブリ校の生徒と合同で国際自主探
究の実施、⑶ タイ高専から短期留学生を受け入れ等。
【令和 ２ 年度　海外派遣・受入予定（令和 ２ 年 ２

月現在）】＊変更の可能性があります。

＊本：本科、高：本科高学年、専：専攻科

【「トビタテ！留学JAPAN」日本代表プログラム】
　この奨学金は、海外留学を希望する学生に留学
経費を補助する返済義務のない奨学金です。令和
元年は、ニュージーランド（ 5 名）、オーストラリア（ 1
名）、イギリス（ 1 名）に学生が短期留学をしました。
　学生の皆さんには高専在学中に、短期・長期の

留学生との受入交
流や海外研修など
の国際交流活動に
積極的に参加して、
グローバルコンピテ
ンシーを身に付け
るよう期待してい
ます。皆さんが世
界で活躍できるグ
ローバルエンジニア
になるよう、私たち
もサポートします。

令和元年 グローバルエンジニア育成に向けた取り組み

派遣国 日程（令和 ２年） 対象

シンガポール 9 月 本
モンゴル 8 月～ 9 月 本・専
タイ 8 月～ 9 月 本
ニュージーランド 8 月～ 9 月 本・専
フランス 9 月～ 11月 専
オーストラリア 9 月～ 3 月 専
ベトナム 未定 専
カナダ 8 月～ 9 月 高・専
フィンランド 専

受入国 日程（令和 ２年）

フランス 4 ～ 6 月 専
台湾 4 ～ 6 月 本
タイ 5 月、11月 本
モンゴル 11月 本
シンガポール 11月 本

最終プレゼンを英語で行う
C３の金子花音さん
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　今年度は新規長期留学生として、タイから1 年次、
2 年次にそれぞれ 2 名、 3 年次にモンゴルから 2 名
の学生を新たに迎えて、総勢11名となりました（タイ
5 名、モンゴル 3 名、マレーシア 2 名、ラオス 1 名）。
　年度途中には新設された国際寮において日本人学
生と同じフロアでの共同生活をスタートすることにな
りました。当初は、新しい規則などで戸惑う場面も
ありましたが、しばらくすると日本人学生との生活も
落ち着いたものになっていったようです。
　また、4 月から 3 名の短期留学生がフランスから、
6 月に台湾から 2 名本校に滞在しました。
　 4 月には、秋田県角館に日本人チューターと共に
武家屋敷を含む日本の情景を観賞する小旅行を行い
ました。残念ながら、桜の時期には少し早すぎまし
たが、途中に寄った田沢湖を含めて大いに満喫した
ようです。
　11月には、南部町で行われた青森県留学生交流

　馬場　秋雄

留学生報告

　いろいろな悩みを持つことはごく当たり前のこ
とです。夜なかなか眠れない、気の疲れがある、
学校で自分の居場所がないなどから、授業がおも
しろくない、勉強方法が分からない、進路につい
て悩んでいるといったことまで、相談室ではあら
ゆる悩みの相談にのっています。
　また、こころの病にかかりそう、といった切実
な悩みには専門のカウンセラーなどによる支援を
行っています。精神科医も定期的に来校していま
すので、学生はもちろん保護者の皆さんもお気軽
にご相談ください。小中学校で発達障害等の診断
を受けている場合や、発達障害等が疑われる場合
で支援が必要と思われる際にはお知らせくださ
い。障害を理由とする差別の解消に関する相談窓
口を設けておりますので、ご相談の上支援チーム
を組むなど、適切に対応していきます。いずれの
場合も秘密は厳守します。
　昨年度から社会福祉士の資格をもつスクールソー
シャルワーカー（SSW）が月・火・金曜日（15：00
～ 18：00）に来校しています。家庭や学外でトラブ
ルが生じた場合などに是非ご相談ください。

　相談室では、12月11日（水）の特活の時間に 1
年生対象の講演会を開催しました。『気持ちの科
学』というテーマで、産業カウンセラーで本校の
カウンセラーを務めていただいている坂本玲子先
生を講師として、気持ちについて理解を深め、自
分の気持ちを解消する方法や相手に適切に気持ち
を伝える方法について学びました。また12月には、
2 回目の相談室担当教員との面談『話してみよ
う！ 1 分間』を実施しました。この面談を通して
さらに相談しやすくなればよいと思っています。
　学年末を迎え、不安な気持ちでいる学生も多い
と思います。相談室はこころの窓口ですので、気
軽にノックしてください。

☆相談室の窓口は保健室になっております。
　連絡先　電話 0178-27-7236（保健室直通）
☆学生本人と保護者の方々が利用になれる高専機
　構の「KOSEN健康相談室」
　フリーダイヤル0120-50・24・12もあります。

（受付時間：24時間365日）

相｜談｜室｜か｜ら
相談室長　矢口　淳一

ジャンボリーに参加し、県内の留学生および日本人
学生たちとりんご農家に宿泊して、収穫体験やりん
ごについて学習を行ってきました。
　また、自主探究発表会においては、今年度はシンガ
ポール、タイ、フランス、モンゴル、台湾、中国から本
校協定校の教員が多数、審査員として来校しました。
　留学生たちは出身校から来た教員の前で、多少
緊張しながらも、しっかりと自分の発表を行っていま
した。同時に、タイ、モンゴルの学生も自主探究の
ために来日し、発表を行いました。

　来年度は、タイ7 名、モンゴル 4 名の11名の留学
生たちで様々なイベントへの参加、交流を行う予定
です。
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　　　　　プログラムの確立にむけて

　昨年11月に実施された秋の校長講話の主要なテー
マとして、八戸高専のキャリア教育がとりあげられま
した。そこでは、入学から本科卒業までの５年間を
次のように位置づけています。

・本科１年生：工学を学ぶことの意義を知り、今
後の学習の展望をもとう

・本科２年生：自分の適性をふりかえり、進路を
見極めよう

・本科３年生：卒業後のキャリアを見据え、目標
を選択しよう

・本科４年生：社会で役割を果たせるようになる
ために、各自にとって必要な能力
を身につけよう

・本科５年生：卒業後のさらなる飛躍をめざし、
研鑽をつもう

　キャリアセンターでは、以上のような目標を意識し
ながら、年間を通じてさまざまな行事を行ってきまし
た。そのなかでも、秋学期の自主探究の期間から３
月はじめの学寮閉鎖までの期間には、さまざまな機
関から講師の先生にお越しいただいての講演会・説
明会が数多く実施されています。
　たとえば、１年生対象には、10月に豊橋技術科学
大学の先生にお越しいただき「自然に学ぶものづくり」
というタイトルでご講演いただきました。２年生には、
同じく秋学期にコース毎の講演会を実施し、東北大
学、岩手大学、弘前大学の先生方からご講演いた
だき、それぞれの専門での勉強がどのような研究に
結びつくのか実感してもらいました。３年生に対して
は、男女共同参画委員会を通して本校と交流のある
株式会社ミクニの方にお越しいただき、企業におけ
る研究・開発に関するお話しをうかがいました。また、
Ｚコース向けには建設会社だけでなく、自治体やコン
サルタントなど建設関連のさまざまな業種の方から
の、それぞれの仕事の特性や働き方改革以後の現
在の働き方について、お話しをうかがいました。
　また、今年度は、日程の関係で岩手大学・弘前
大学のオープンキャンパスへの参加ができませんでし
たが、かわりに10月に希望者対象の東北大学研究所
見学のバス・ツアーを実施しました。青葉山の工学
部キャンパスと研究所がまとまっている片平のキャン
パスの２カ所にわかれて、さらにコース毎での見学と

なりましたが、それぞれ最先端の研究機器を見せて
いただき、また現在進行中の研究について説明して
いただき、たいへん有意義な機会となりました。
　いっぽう、就職に向けての企業研究の方は、各コー
スやテクノセンターなどが主催する企業見学会が多
数実施されています。
　就職活動が近づいてきている４年生に向けては、
11月と２月にマイナビの講師による就職準備講座をひ
きつづき開催しているほか、２月～３月には作文指導
コーディネーターより、エントリーシートの書き方や小
論文の指導を受けることができるようになりました。
　大学の編入学や専攻科の受験対策は、５年生で
いきなり始めても間に合うものではありません。遅く
とも４年生になったらすぐに、できれば３年生頃から
始める必要があります。キャリア教育・支援センター
では、本校専攻科の入試や、多くの大学の編入学試
験で英語科目のかわりにTOEICの成績の提出が求
められていることから、10月と２月には団体試験を校
内で実施して、試験に慣れるように受験を勧めてい
ます。また、今年度から、数学の実力試験を実施し、
ふだんの授業よりも一歩進んだ難易度の高い問題に
挑戦するよう、学生たちを激励しています。さらに、
受験希望者対象の数学や英語の勉強会を実施する
など、様 な々形で学力の充実をはかっています。
　校長講話の資料をはじめ、キャリア教育・支援セ
ンターからの情報はBlackboardで公開しています。
11月に行った編入学・大学院進学予定者の報告会で
紹介された先輩たちの受験報告も見ることができま
す。先輩たちのアドバイスを参考に、ぜひ、みなさ
んが希望の進路にすすむことができるよう、今後も
後押しをしていきます。

キャリア教育・支援センター長　戸田山みどり

八戸高専のキャリア教育支援

東北大学の研究所見学の様子
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　令和元年６月19日（水）に八戸ブックセンター
において、ブックハンティングを実施しました。
参加者は学生会図書委員が中心で、自然科学、技
術工学、小説などが主に選書されました。
　図書館ではブックハンティングコーナーを設け
て展示し、皆様のご利用をお待ちしています。

◎ブックハンティングでの選書紹介

書　　名 著者名

世界で一番美しい化学反応図鑑 セオドア・グレイ

遺伝子図鑑
国立遺伝学研究所

「遺伝子図鑑」編集
委員会

プラスチックスープの海
チャールズ・モア、
カッサンドラ・フィ
リップス

ホーキング、宇宙と人間を語る
スティーヴン・ホー
キング、レナード・
ムロディナウ

すごい実験：
高校生にもわかる素粒子物理の最
前線

多田将

ハーブ図鑑：
開いてみるたびにたのしめる美しい
カラフルビジュアルガイド

ジェニー・ハーディ
ング

彼女は頭が悪いから 姫野カオルコ

天使の記号学（岩波現代文庫） 山内志朗

FACTFULNESS：
10の思い込みを乗り越え、データを
基に世界を正しく見る習慣

ハンス・ロスリング、
オーラ・ロスリング、
アンナ・ロスリング・
ロンランド

顔は口ほどに嘘をつく ポール・エクマン

なぜデザインが必要なのか：
世界を変えるイノベーションの最前線

エレン・ラプトン　
ほか

科学の社会史：
ルネサンスから20世紀まで
（ちくま学芸文庫）

古川安著

スーパーインテリジェンス：
超絶ＡＩと人類の命運 ニック・ボストロム

書　　名 著者名

時間の図鑑 アダム・ハート＝デ
イヴィス

Help Your Kids with Math： 
A visual problem solver for kids 
and parents 

Carol Vorderman

親子で学ぶ数学図鑑：
基礎からわかるビジュアルガイド

キャロル・ヴォーダ
マン

Help Your Kids with Science： 
A Unique Step-by-Step Visual Guide Carol Vorderman

親子で学ぶ科学図鑑：
基礎からわかるビジュアルガイド

キャロル・ヴォーダ
マン

［新装版］道具と機械の本：
てこからコンピューターまで

デビッド・マコーレ
イ

コンピューター＆テクノロジー解体新書 ロン・ホワイト

Fab：パーソナルコンピュータからパー
ソナルファブリケーションへ
（Make：Japan Books）

ニール・ガーシェン
フェルド

FabLife：デジタルファブリケーション
から生まれる「つくりかたの未来」
（Make：Japan Books）

田中浩也

物を作って生きるには：
23人のMaker Proが語る仕事と生活
（Make：Japan Books）

John Baichtal

窓から逃げた100歳老人 ヨナス・ヨナソン

ガラスの大エレベーター
（ロアルド・ダールコレクション） ロアルド・ダール

けっきょく、よはく。：
余白を活かしたデザインレイアウ
トの本

ingectar‐e

［新装版］イタリアの詩人たち 須賀敦子

オリュンポスの神々の歴史 バルバラ・グラツィ
オージ

ＦＢＩ捜査官が教える「しぐさ」の心
理学（河出文庫）

Ｊ．ナヴァロ
Ｍ．カーリンズ

宮沢賢治全集　10：
農民芸術概論　手帳　ノートほか
（ちくま文庫）

宮沢賢治

世界のすごいお葬式 ケイトリン・ドーティ

面白くて眠れなくなる遺伝子 竹内薫、丸山篤史

生！池上彰×山里亮太深読みニュー
ス道場

池上彰、山里亮太、
ＭＢＳ報道局

国宝　上：青春篇 吉田修一

国宝　下：花道篇 吉田修一
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　本校では、弘前大学を主幹とするCOC+事業に
参画し、地域社会との連携、課題解決が実施され、
本年度は事業の最終年度を迎えました。
　COC+事業とは、「地（知）の拠点（center of 
community）大学による地方創生推進事業」の
略称で、平成27年度に文部科学省より公募されま
した。大学が地方公共団体や企業等と協働して、
学生にとって魅力ある就職先の創出をするととも
に、その地域が求める人材を養成するために必要
な教育カリキュラムの改革を断行する大学の取組
を支援することで、地方創生の中心となる「ひと」
の地方への集積を目的としています。青森県では、
弘前大学が中核となり、青森県の最大の課題であ
る「人口減少克服」を目的とした「オール青森で
取り組む『地域創生人財』育成・定着事業」が平
成27年度に採択され、本年度まで５年間実施して
きました。
　本校では、青森県COC+事業の枠組みの「ブロッ
ク事業」として、「八戸ブロック」で産学官によ
る就学・起業支援の展開、また、「雇用創出連携
プロジェクト」として「ライフ（医工連携）関連
産業プロジェクト」を担当してきました。
　主な本校が中心となり地域社会に公開してきた
イベントは、学生に県内企業の魅力を発信し、地
元就職の促進や雇用創出につなげることを目的と
した「あおもり県企業内容説明会」、地域の活性
化を目的とした学生のアイデアを競い合う「イノ
ベーション・ベンチャー・アイデア・コンテスト」、
本校・連携大学で取り組んできた医工連携による
新技術の開発や、看護、福祉関連サービスの産業
の創出を目的とした研究成果を報告する「ライフ
研究成果報告会」です。
　事業開始前に比べれば、様々な事業を実施して
きたことで、県内企業に対する学生の理解度や、
学生の地域の課題に対する問題意識が向上してき
ているように感じられるようになってきました。
事業は本年度で終了になりますが、引き続き八戸
高専では、地域の拠点として地域人財育成を継続
してまいります。

COC+ 事業推進責任者　丸岡　　晃

COC＋事業

　今回のプロコンは、私と釜谷先生を含め総勢15
名で急遽10月11日朝に八戸を出発した。今年の会
場は宮崎県の都城市で、東北・東海道・九州新幹
線とＪＲ九州と2100km以上電車を乗り継ぐ11時
間以上の大変な移動であった。これは猛烈な台風
を避けるギリギリの決断で、公欠を学校に認可い
ただき実現できた。台風影響で参加できない高専
がある中、10月13と14日に第30回全国高等専門学
校プログラミングコンテストが開催された。
　自由部門はリーダー類家君を中心に開発した

「CanGakki−組み替え可能な知育管楽器−」は段
ボールとマイコンでオリジナルの楽器を工作でき
るシステムで、ハードを類家君と上沢君、段ボー
ル外装を古舘君、ＷＥＢページを西谷君が担当し、
４年の松長君、田村君、沢口君らがサポートした。
上沢君が素晴らしいプレゼンをし、デモを全員で
頑張った結果、予想しなかった特別賞（第３位）
という大成果を得ることができた。
　競技部門の「踊らないエージェントは左遷」は、
リーダーの小倉君と伊藤君を中心に、菊地君、武
田君、間部さんのチームで、サポートは競技経験
者の照屋君だった。競技も順調に勝ち進み、優勝
が見えた緊張の決勝にて惜しくも東京高専チーム
に敗れたが、見事準優勝となった。この成果によ
り第11回NAPROCK国際プログラミングコンテ
スト（ベトナム大会）へも招待されている。
　本校の自由部門と競技部門のダブル上位入賞は
2002年の石川大会以来、北海道・東北地区高専で
は八戸高専のみが成し遂げている快挙で、本校の
チーム力を全国に示すことができた。夏休みの合
宿から継続して努力した学生達に感謝し、来年の
苫小牧大会では更なる飛躍を期待したい。

プロコン担当教員　細川　　靖

自由・競技17年ぶりの
ダブル受賞の快挙
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令和元年度各種コンテスト結果一覧
競技種目 日程・会場 結　果 備　考

アイデア対決・全国高等専門学校
ロボットコンテスト2019
東北地区大会

令和元年10月20日㈰ Ａチーム（ラウンドデル）：
リーグ敗退

Ｂチーム（常勝機龍）： リーグ敗退福島工業高等専門学校

全国高等専門学校
第30回プログラミングコンテスト

令和元年10月13日㈰
～ 14日（月・祝）

自由部門
（CanGakki
　−組み替え可能な知育管楽器−）：

　特別賞
競技部門
（踊らないエージェントは左遷）：

　準優勝

都城市総合文化ホール
（宮崎県都城市北原町）

本田宗一郎杯
Hondaエコマイチャレンジ2019
第39回全国大会

令和元年９月28日㈯～ 29日㈰ クラス　グループⅢ
（大学・短大・高専・専門学校生クラス）
ＮＰ号Ⅳ　1647.815㎞ /L

　第３位／66台
ＲＳ号　　1516.809㎞ /L

　第６位／66台

ツインリンクもてぎ
（栃木県芳賀郡）

第16回全国高等専門学校
デザインコンペティション

令和元年12月７日㈯～ 12月８日㈰ 津軽改橋　構造デザイン部門
36位／62チーム大田区産業プラザＰｉＯ

（東京都大田区）
第40回青森県高等学校
総合文化祭
写真部門

令和元年10月25日㈮～ 27日㈰ 最優秀学校賞、最優秀賞、優秀賞、
優良賞スポカルイン黒石（青森県黒石市）

第40回青森県高等学校
総合文化祭
演劇部門

令和元年10月25日㈮～ 27日㈰ 最優秀賞、創作脚本賞、演技賞 令和元年度
青森県文化連盟
「連盟賞」受賞：

Ｃ２木村　壘生
スポカルイン黒石（青森県黒石市）

第52回東北地区高等学校
演劇発表会

令和元年12月20日㈮～ 22日㈰ 優良賞
仙台銀行ホールイズミティ21
（仙台市泉区）

アイデア対決・全国高等専門学校
ロ ボ ット コ ン テ スト2019

東北地区大会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日程：令和元年10月20日㈰
会場：福島工業高等専門学校
結果：Ａチーム　∂（ラウンドデル）

　リーグ敗退
　　　Ｂチーム　常勝機龍

　リーグ敗退

第40回 青 森 県 高 等 学 校
総 合 文 化 祭　 写 真 部 門
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日程：令和元年10月25日㈮
　　　〜 27日㈰

会場：スポカルイン黒石
　　　（青森県黒石市）
結果：個人　最優秀賞

　Ｍ２　田中慎也
　　　団体　最優秀学校賞

第40回 青 森 県 高 等 学 校
総 合 文 化 祭  演 劇 部 門
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日程：令和元年10月25日㈮〜 27日㈰
会場：スポカルイン黒石（青森県黒石市）
結果：最優秀賞、創作脚本賞、演技賞

第52回東北地区高等学校演劇発表会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日程：令和元年12月20日㈮〜 22日㈰
会場：仙台銀行ホールイズミティ21
　　　（仙台市泉区）
結果：優良賞

ロボコン 写真部 演劇部
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ラグビーフットボール競技　結果
日　時 大　会　名 場　所 結　果

10月19日～ 10月22日 第56回東北地区高等専門学校体育大会
秋田県立新屋運動広場

（秋田県秋田市）
1 回戦敗退

第54回全国高等専門学校体育大会　結果一覧
団体の部
競　技　名 大　会　会　場 男　子 女　子

卓 球 鳥取県立米子産業体育館 3 位
ソフトテニス 岩国運動公園　テニスコート 予選リーグ敗退
バレーボール シシンヨーオークアリーナ（呉市総合体育館） 予選リーグ敗退

個人の部
競　技　名 種　目　名 クラス 氏　名 成　績

陸 上 競 技

男子200ｍ Ｍ 4 水　口　広　太 予選敗退
男子400ｍ Ｍ 4 水　口　広　太 予選敗退
男子やり投 Ｍ 4 井　筒　将　大 6 位
男子1500ｍ Ｃ 3 小　橋　良　真 予選敗退
男子800ｍ Ｅ 2 立　﨑　達　也 予選敗退
男子走幅跳 Ｌ 4 町　屋　慶　明 優勝
女子砲丸投 Ｃ 2 福　田　知　子 5 位
女子砲丸投 Ｃ 2 根　城　響　子 予選敗退
女子円盤投 Ｃ 2 福　田　知　子 4 位
女子走高跳 Ｃ 2 根　城　響　子 5 位

柔 道 女子 Ｚ 3 赤　石　知　観 3 位

卓 球
男子ダブルス

Ｚ 5 畑　中　亮　祐 3 位決定トーナメント
1 回戦敗退Ｍ 4 原　　　颯　杜

女子シングルス Ｚ 5 中　山　美　優 3 位決定戦敗退

テ ニ ス 男子ダブルス
Ｚ 4 佐々木　　　駿

1 回戦敗退
Ｚ 4 宮　内　亘　紀

水 泳 競 技

男子100ｍ バタフライ Ｍ 4 嵯　峨　駿　佑 予選落ち
男子200ｍ バタフライ Ｍ 4 嵯　峨　駿　佑 予選落ち
男子200ｍ 自由形 Ｃ 4 松　川　和　磨 予選落ち
男子100ｍ 背泳ぎ Ｌ 3 松　山　慎太郎 予選落ち
男子200ｍ 個人メドレー Ｌ 3 松　山　慎太郎 決勝 6 位
男子50ｍ　自由形 Ｌ 3 下　野　直太朗 予選落ち
男子100ｍ 自由形 Ｌ 3 下　野　直太朗 予選落ち

男子400ｍ リレー

Ｍ 4 嵯　峨　駿　佑

決勝 7 位
Ｃ 2 和　田　　　基
Ｌ 3 下　野　直太朗
Ｌ 3 松　山　慎太郎

女子100ｍ バタフライ Ｚ 5 椛　本　知　里 予選落ち
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令和元年度　スポーツ賞受賞者一覧
クラブ名 受賞日 大　会　名 受賞名 受賞者（クラス、氏名）

サ ッ カ ー 部 7 月 27 日 第 52 回全国高等専門学校サッカー選手権大会　東北地区大会 優秀選手賞 Ｅ 4 　吉田　　奨
男子バレーボール部 11 月 30 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（高校の部） 奨　励　賞 Ｃ 3 　黒沢陽一朗
男子バレーボール部 1 月 8 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（一般の部） 優秀選手賞 Ｚ 3 　河原木康平
男子バレーボール部 1 月 8 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（一般の部） 優秀選手賞 Ｚ 2 　今泉　有人
男子バレーボール部 1 月 8 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（一般の部） 奨　励　賞 Ｍ 3 　母良田歩夢
女子バレーボール部 11 月 30 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（高校の部） 奨　励　賞 Ｃ 3 　後藤　希望
女子バレーボール部 1 月 8 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（一般の部） 優秀選手賞 Ｃ 4 　田端　彩美
女子バレーボール部 1 月 8 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（一般の部） 優秀選手賞 Ｃ 2 　齋藤　衣織
女子バレーボール部 1 月 8 日 八戸市バレーボール協会　令和元年度優秀選手賞・奨励賞（一般の部） 奨　励　賞 Ｚ 2 　畠山　櫻子
卓 球 部 1 月 19 日 令和元年度八戸市卓球協会スポーツ賞（第 54 回全国高等専門学校体育大会男子団体第３位） 令和元年度敢闘賞 卓　球　部
陸 上 競 技 部 2 月 22 日 令和元年度七戸町スポーツ顕賞 スポーツ優秀賞 Ｅ 1 　町屋　慶明

令和元年度　各種検定資格合格者一覧
第 １学年 第 ２学年 第 ３学年 第 ４学年 第 ５学年

合計
Ｍ Ｅ Ｃ Ｚ 小

計 Ｍ Ｅ Ｃ Ｚ 小
計 Ｍ Ｅ Ｃ Ｚ 小

計 Ｍ Ｅ Ｃ Ｚ 小
計 Ｍ Ｅ Ｃ Ｚ 小

計

特

別

学

修

一

般

実 用 英 語 技 能 検 定 準 ２ 級 5 5 5 10 25 1 1 6 3 11 1 2 3 1 1 0 40
実 用 英 語 技 能 検 定 ２ 級 2 2 4 2 1 3 6 2 1 3 1 1 0 14
実 用 英 語 技 能 検 定 準 １ 級 0 0 0 0 0 0
漢 字 能 力 検 定 ２ 級 1 1 0 0 0 0 1
漢 字 能 力 検 定 準 １ 級 0 0 0 0 0 0
工 業 英 語 検 定 ４ 級 1 1 3 1 4 1 2 3 6 0 0 11
工 業 英 語 検 定 ３ 級 0 0 0 0 0 0
数 学 検 定 ２ 級 0 0 0 0 0 0
数 学 検 定 準 １ 級 0 0 0 0 0 0
ＴＯＥＩＣ    400点以上470点未満 0 0 2 2 1 2 3 0 5
ＴＯＥＩＣ    470点以上600点未満 0 0 3 3 1 2 3 1 1 7
ＴＯＥＩＣ    600点以上730点未満 0 0 0 3 3 2 1 3 6
ＴＯＥＩＣ　　　　　　 730点以上 0 0 1 1 0 1 1 2 3
日 本 語 能 力 試 験 Ｎ ２ 0 0 0 1 1 0 1
日 本 語 能 力 試 験 Ｎ １ 0 0 0 0 0 0
知 的 財 産 管 理 技 能 士 ３ 級 0 0 0 0 0 0
知 的 財 産 管 理 技 能 士 ２ 級 0 0 0 0 0 0

専

門

技 術 士 第 １ 次 試 験 0 0 1 1 4 4 1 1 6
ラ ジ オ 音 響 技 能 検 定 ３ 級 0 0 0 0 0 0
デ ィ ジ タ ル 技 術 検 定 ３ 級 0 0 0 0 0 0
Ｉ Ｔ パ ス ポ ー ト 0 1 1 2 0 1 1 0 3
情報システム試験システムエンジニア認定 0 0 0 0 0 0
基 本 情 報 技 術 者 0 1 1 0 0 0 1
応 用 情 報 技 術 者 0 0 0 0 0 0
ボ イ ラ ー 技 士 ２ 級 0 0 0 0 0 0
電 気 主 任 技 術 者 ３ 種 0 0 0 0 0 0
電 気 工 事 士 ２ 種 0 0 0 0 0 0
危 険 物 取 扱 者   乙 種 （ 　 第 ４ 類 　 ） 0 1 1 3 1 6 1 1 1 3 1 1 2 1 1 12
危 険 物 取 扱 者   乙 種 （ 第 ４ 類 以 外 ） 0 1 1 1 1 0 1 1 2 4
危 険 物 取 扱 者  甲 種 0 0 0 0 0 0
Ｃ Ａ Ｄ 利 用 技 術 者 試 験 0 0 0 0 0 0
２ 級 土 木 施 工 管 理 技 術 試 験 0 0 1 1 1 1 1 1 3
２ 級 建 築 施 工 管 理 技 術 試 験 0 0 0 0 1 1 1
土 木 技 術 検 定 試 験 0 0 0 0 0 0
消防設備士　乙種（いずれかの類） 0 0 0 0 1 1 1

課

題

研

究

一

般

特 別 企 画 学 習 Ⅰ 
（テマセク・ポリテク技術英語研修） 3 2 5 1 1 2 1 1 0 0 8

特 別 企 画 学 習 Ⅱ 
（テマセク・ポリテク技術英語研修） 0 1 1 1 1 2 0 0 3

特 別 企 画 学 習 Ⅰ 
（ モ ン ゴ ル 国 際 自 主 探 究 ） 1 1 0 0 0 0 1

特 別 企 画 学 習 Ⅰ 
（ オ タ ゴ ポ リ テ ク ニ ク 研 修 ） 0 0 1 1 0 0 1

特 別 企 画 学 習 Ⅱ 
（ オ タ ゴ ポ リ テ ク ニ ク 研 修 ） 0 1 1 0 0 0 1

特 別 企 画 学 習 Ⅰ 
（ タ イ 国 際 自 主 探 究 ） 1 1 2 1 1 0 0 0 3

特 別 企 画 学 習 Ⅱ 
（ タ イ 国 際 自 主 探 究 ） 0 0 2 2 0 0 2

特 別 企 画 学 習 Ⅰ 
（ 材 料 力 学 Ⅰ Ａ ・ Ⅰ Ｂ ） 0 0 0 2 2 0 2

特別企画学習Ⅰ（電気回路Ⅰ、電磁気学
Ⅰ、電子工学Ⅰ、ディジタル回路Ⅰ） 0 0 0 2 2 0 2

特 別 企 画 学 習 Ⅰ 
（ 構 造 力 学 Ⅰ ・ Ⅱ 、 建 築 計 画 Ⅰ ） 0 0 0 1 1 0 1
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